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平成22年

燃えろ松中魂 天までも 

 ９月12日㈰　松野中学校の体育祭が行われました。（10ページに関連記事）
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作
成
委
託
料
１
１
０
万
円

 

・ 

情
報
通
信
基
盤
整
備
備
費
の
電

柱
使
用
料
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築

委
託
料
１
５
５
万
円

（
民
生
費
）

 
・ 
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
療
養
給

付
費
負
担
金
３
３
２
万
４
千
円

（
衛
生
費
）

 

・ 

中
央
診
療
所
特
別
会
計
繰
出
金

（
総
合
医
療
管
理
シ
ス
テ
ム
導

入
費
）
９
５
６
万
２
千
円

 

・ 

環
境
保
全
促
進
助
成
事
業
助
成

金
１
０
０
万
円

（
農
林
水
産
業
費
）

 

・  

農
家
台
帳
シ
ス
テ
ム
改
造
委
託

料
１
３
４
万
４
千
円

  

・ 

森
林
保
全
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
報

償
費
２
５
０
万
円

 

・ 

南
予
産
木
造
住
宅
建
設
促
進
事

業
補
助
金
２
０
０
万

（
商
工
費
）

 

・ 

地
域
雇
用
創
造
実
現
事
業
負
担

金
１
４
７
万
３
千
円

 

・ 

ぽ
っ
ぽ
温
泉
修
繕
料
１
１
５
万

５
千
円

（
土
木
費
）

 

・ 

登
記
測
量
委
託
料
１
４
２
万
３

千
円

松
野
町
議
会
定
例
会

平
成
22
年
第
３
回 

一

般

質

問

　
平
成
22
年
第
３
回
松
野
町
議
会

定
例
会
が
、
９
月
17
日
に
招
集
さ

れ
、
17
日
・
30
日
に
提
出
議
案
等

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

報

　

告

�

◎
松
野
町
健
全
化
判
断
比
率
及
び

　

資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

（
詳
細
は
８
ペ
ー
ジ
）

補

正

予

算

◎�

平
成
22
年
度
松
野
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

�

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

�

関
係
予
算
を
減
額
し
修
正
可
決

▽ 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
千

２
４
４
万
６
千
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
総
額
を
26
億
７
千
２

５
０
万
３
千
円
に
し
た
も
の
で

す
。

　 

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

（
総
務
費
）

 

・ 

景
観
形
成
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

 

・ 

町
道
延
行
線
舗
装
工
事
費
５
６

２
万
８
千
円

◎�

平
成
22
年
度
松
野
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

▽ 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
３
０

１
万
６
千
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
総
額
を
５
億
９
千
１
７
７

万
６
千
円
に
し
た
も
の
で
す
。

◎�

平
成
22
年
度
松
野
町
国
民
健
康

保
険
中
央
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

 

・ 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
９
９

５
万
３
千
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
総
額
を
２
億
８
千
４
９
５

万
３
千
円
に
し
た
も
の
で
す
。

◎�

平
成
22
年
度
松
野
町
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

▽ 

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
30
万

６
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の

総
額
を
９
千
６
０
０
万
９
千
円

に
し
た
も
の
で
す
。

◎�

平
成
22
年
度
松
野
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

▽ 
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
千

18
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の

総
額
を
５
億
３
千
１
３
０
万
円

に
し
た
も
の
で
す
。

決

算

認

定

◎�

平
成
21
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
ほ
か
、
特
別
会
計
７
会

計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て

▽ 

９
月
17
日
に
提
案
し
、
所
管
委

員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
の
結

果
、
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

発

　

議

◎�

松
野
町
に
副
町
長
を
置
か
な
い

こ
と
の
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
決

▽ 

こ
の
条
例
は
平
成
22
年
11
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
副
町
長
は
不

在
と
な
り
ま
す
。

　
柳
野
　
大
和　
議
員

◎
国
道
３
８
１
号
線
吉
野
橋
改
修

の
推
進
と
広
見
川
河
川
改
修
に
つ

い
て

○
伊
予
と
土
佐
を
結
ぶ
吉
野
橋

は
、
交
通
量
の
多
い
重
要
な
橋
で

す
。
現
在
施
行
中
の
松
野
東
バ
イ

パ
ス
工
事
は
、
２
０
１
２
年
度
完

成
予
定
で
、
完
成
後
は
吉
野
橋
は

松
野
町
に
移
管
さ
れ
る
と
予
想
さ

れ
る
が
、
築
後
70
年
の
老
朽
化
し

た
橋
梁
を
町
に
移
管
さ
れ
る
前

に
、
国
・
県
・
関
係
機
関
へ
の
改

修
実
現
に
向
け
努
力
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

○
広
見
川
河
川
改
修
工
事
は
、
計

画
に
基
づ
い
て
順
次
施
工
さ
れ
て

い
る
が
、
過
去
の
大
洪
水
時
に
避

難
勧
告
を
受
け
た
河
川
周
辺
地
域

の
吉
野
橋
上
下
流
右
岸
左
岸
の
河

川
改
修
、
未
施
工
区
間
の
見
通
し

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

【
町
長
答
弁
】

　
双
方
と
も
に
国
県
所
管
の
事
業

で
、
建
設
計
画
に
係
る
内
容
に
つ

い
て
は
、
県
当
局
へ
要
請
す
る
立

場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
と
考

え
方
に
つ
い
て
事
業
主
体
で
あ
る

県
に
伺
っ
て
い
ま
す
の
で
、
要
点

の
み
、
お
答
え
し
ま
す
。

　
一
点
目
の
吉
野
橋
改
修
関
係

は
、
指
摘
の
と
お
り
昭
和
15
年
に

建
設
さ
れ
、
70
年
を
経
過
し
、
老

朽
化
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
対
策
と
し
て
、県
で
は
「
橋

梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」
策
定
の

た
め
、
平
成
18
年
度
に
橋
梁
点
検

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

車
道
橋
、
歩
道
橋
と
も
に
大
き
な

損
傷
は
な
く
、
若
干
の
補
修
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
専
門

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
意
見
を
聴

き
な
が
ら
、
現
道
を
移
管
す
る
前

に
、
必
要
な
補
修
を
県
に
行
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
二
点
目
の
広
見
川
河
川
改
修
事

業
は
、
度
重
な
る
災
害
を
防
止
す

る
た
め
平
成
元
年
度
に
事
業
化
さ

れ
、
蕨
生
の
真
土
橋
下
流
１
ｋ
ｍ

を
起
点
と
し
、
鬼
北
町
興
野
々
ま

で
の
約
13
㎞
を
改
修
す
る
総
事
業

約
64
億
円
の
事
業
で
す
。

　
起
点
か
ら
梁
瀬
の
旧
頭
首
工
ま

で
の
4.6
㎞
に
つ
い
て
は
計
画
ど
お
り
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員
一
体
と
な
っ
て
取
組
め
ば
、
そ

れ
相
当
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

・
制
度
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
判

断
し
て
い
る
の
か
。

・
ど
の
よ
う
に
促
進
す
る
の
か
。

【
町
長
答
弁
】

　
平
成
20
年
４
月
30
日
、
地
方
税

法
の
一
部
改
正
で
、
個
人
住
民
税

の
寄
付
金
税
制
が
大
幅
に
拡
充
さ

れ
た
の
が「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

と
呼
ば
れ
る
制
度
で
す
。

　
地
方
自
治
体
に
対
す
る
寄
附
金

の
う
ち
、
５
千
円
を
超
え
る
部
分

に
つ
い
て
、
個
人
住
民
税
所
得
割

の
お
お
よ
そ
１
割
を
上
限
と
し

て
、
所
得
税
と
合
わ
せ
て
全
額
が

控
除
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
町
外
で
生
活
を

さ
れ
る
方
々
が
、
ふ
る
さ
と
松
野

町
に
元
気
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
想
い
を
実
現
す
る
手
段
と
し

て
、
有
意
義
な
制
度
と
理
解
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
「
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
」
は
、
正
し
く
は
、
個
人
か

ら
地
方
公
共
団
体
へ
の
寄
附
に
対

す
る
税
制
控
除
の
制
度
で
す
。

　
町
外
在
住
の
皆
様
が
、
松
野
町

に
対
し
て
寄
附
を
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
寄
附
す
る
相
手
で
あ
る
松

野
町
が
、
自
分
の
寄
附
を
必
要
と

し
て
い
る
と
感
じ
る
か
、
寄
附
を

す
る
松
野
町
が
魅
力
的
で
あ
る

か
、
寄
附
を
す
る
側
に
と
っ
て
ど

ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
、
な
ど

が
重
要
な
構
成
要
素
と
考
え
ま

す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
松
野
町
の

良
さ
や
特
色
を
活
か
し
た
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
、
ふ
る
さ
と
づ
く

り
の
施
策
が
展
開
で
き
て
い
る

か
、
ま
た
そ
れ
が
、
行
っ
て
み
た

い
、
住
ん
で
み
た
い
、
い
ず
れ
は

帰
り
た
い
、応
援
し
た
い
、と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
町
で
あ
る

か
ど
う
か
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
「
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
」
は
、
財
政
難
を
克
服
す

る
財
源
確
保
の
手
段
と
い
う
捉
え

方
の
み
で
は
な
く
、
魅
力
あ
る
松

野
町
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
施
策
が

推
進
、
発
信
で
き
て
い
る
か
否
か

の
、
ひ
と
つ
の
指
標
と
し
て
数
値

が
現
れ
る
制
度
で
あ
る
と
捉
え
て

お
り
、
今
後
と
も
、
松
野
町
の
良

さ
や
特
色
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
、
強
力
に
推
進
し

て
ゆ
く
所
存
で
す
。

　
次
に
、「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
推
進
し

て
い
く
の
か
」
に
つ
い
て
は
、
本

制
度
の
施
行
以
来
、
ふ
る
さ
と
を

愛
し
、
応
援
し
よ
う
と
す
る
皆
様

か
ら
、「
生
活
環
境
・
生
活
基
盤

整
備
」、「
健
康
・
福
祉
」、「
産
業
・

観
光
」、「
教
育
・
文
化
・
人
権
」

の
４
つ
の
活
用
目
的
を
選
ん
で
い

た
だ
き
、
こ
れ
を
財
源
と
し
て
、

寄
附
金
を
募
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
「
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
」
の
取
り
組
み
は
、
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
呼
び
か
け

や
、
広
報
ま
つ
の
へ
の
掲
載
、
森

の
国
ま
つ
の
応
援
団
会
員
へ
の
ち

ら
し
発
送
、
県
内
20
市
町
合
同
で

の
新
聞
広
告
で
の
周
知
な
ど
で
す

が
、
実
績
と
し
て
は
、
決
し
て
充

分
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

　
具
体
的
な
推
進
方
法
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
に
、
寄
附
を
い
た
だ
い

た
方
に
対
し
一
律
、
観
光
施
設
の

入
場
券
を
お
渡
し
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
後
は
、
本
町
の
産
業
振
興

と
特
産
品
販
路
開
拓
の
施
策
と
リ

ン
ク
さ
せ
、
従
来
の
観
光
施
設
入

場
券
を
含
め
、
寄
附
金
額
に
応
じ

た
特
産
品
を
贈
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
広
報
ま
つ
の
」
の

１
年
間
送
付
、
次
年
度
の
寄
附
お

願
い
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
送
付

を
通
し
て
、
松
野
町
に
常
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
評
価

と
し
て
翌
年
度
以
降
も
、
引
き
続

き
寄
附
を
し
て
い
た
だ
く
意
欲
・

機
会
の
創
出
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｒ
の
方
策
と
し
て
は
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
刷
新
を
は
じ
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
ま
つ
の
な

ど
の
各
種
媒
体
の
効
果
的
な
運
用

と
充
実
、
あ
わ
せ
て
、「
森
の
国
の

夏
ま
つ
り
」
や
「
ま
つ
の
桃
源
郷

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
な
ど
の
、
町
が

誇
る
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ
や
「
虹

の
森
公
園
」、「
森
の
国
ホ
テ
ル
」

な
ど
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
設
置
な

ど
も
実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
５
年
ぶ
り
に
開
催
す
る

森
の
国
ま
つ
の
応
援
団
総
会
等

や
、
県
内
外
の
各
所
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
特
産
品
販
売
ブ
ー
ス
等

で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
充
実
、
さ
ら
に

は
、ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
先
頭
に
、

町
職
員
一
丸
と
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
有
す
る
ル
ー
ト
を
利
活
用
し
た

Ｐ
Ｒ
活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　　
稲
田
　
　
溜　
議
員

◎
有
害
鳥
獣
防
止
対
策
（
猿
）
に

つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
有
効
な
対

策
が
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

○
生
態
調
査
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で

い
る
か
。

○
群
と
頭
数
、行
動
範
囲
に
つ
い
て

○
ネ
イ
チ
ャ
ー
企
画
と
地
元
猟
友

会
の
連
携
体
制
は
ど
う
か
。

○
費
用
対
効
果
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

【
町
長
答
弁
】

　
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
つ
い
て
は
、
農

地
へ
の
侵
入
を
完
全
に
防
止
す
る

手
段
が
な
く
、
一
般
的
な
猟
の
対

象
に
も
な
ら
な
い
こ
と
に
加
え
、

知
能
が
高
く
動
き
が
機
敏
な
た
め

銃
や
罠
を
巧
み
に
避
け
る
こ
と
か

ら
、
被
害
を
防
止
す
る
こ
と
が
非

常
に
困
難
で
す
。
こ
の
た
め
、
平

成
21
年
度
か
ら
県
の
１
０
０
％
補

助
事
業
で
あ
る
緊
急
雇
用
創
出
事

業
の
採
択
を
受
け
て
、
ニ
ホ
ン
ザ

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
近

年
の
公
共
事
業
費
の
著
し
い
減
少

に
伴
い
、
事
業
の
完
成
ま
で
に
は

長
期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
計

画
区
間
内
で
特
に
水
流
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
る
箇
所
等
の
解
消
を
早

期
に
行
う
た
め
、
平
成
15
年
に
計

画
の
見
直
し
を
行
い
、
暫
定
計
画

で
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
五
郎
丸
付
近
を
整
備

し
て
お
り
、
平
成
23
年
度
に
は
鬼

北
町
中
島
を
整
備
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
残
り
の
区
間
に
つ
い

て
、
県
も
早
期
の
完
成
を
目
指
し

て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。
今
後
も

県
に
対
し
強
く
要
望
を
行
い
な
が

ら
事
業
の
推
進
を
働
き
か
け
て
い

き
ま
す
。

　
布
　
　
久
光　
議
員

◎
ふ
る
さ
と
納
税
の
促
進
つ
い
て

○
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、
愛

媛
県
下
各
自
治
体
の
取
組
姿
勢

に
よ
っ
て
、
成
果
が
大
き
く
分

か
れ
る
。
２
０
０
９
年
度
の
実

績
は
、
県
市
町
合
計
２
０
１
件

８
千
６
３
７
万
円
に
対
し
て
、
松

野
町
は
、
２
件
10
万
円
と
県
下
最

低
で
あ
り
前
年
度
よ
り
も
件
数
、

額
で
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
。
財
政
に

寄
与
で
き
る
本
制
度
に
つ
い
て
何

も
取
組
ま
な
い
役
場
に
対
し
て
反

省
を
促
し
た
い
。

　

年
間
目
標
を
設
定
し
、
全
役
職
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ル
追
い
払
い
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
事
業
の
内
容
は
、
群
れ
で
移
動

す
る
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
習
性
を
利
用

し
て
、
檻
で
捕
獲
し
た
個
体
に
電

波
発
信
機
を
取
り
付
け
た
あ
と
群

れ
に
戻
し
、
そ
の
電
波
を
探
知
し

て
群
れ
の
場
所
を
特
定
し
、
行
動

パ
ー
タ
ン
を
解
析
し
て
パ
ト
ロ
ー

ル
や
追
い
払
い
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
デ
ー
タ
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
地

元
農
家
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
が
自
発
的
に
追

い
払
い
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
支

援
す
る
も
の
で
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
町
内
で
確
認

し
て
い
る
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
群
れ
の

数
は
、
滑
床
か
ら
目
黒
に
か
け
て

３
群
、
豊
岡
か
ら
延
野
々
に
か
け

て
２
群
、
富
岡
と
上
家
地
に
そ
れ

ぞ
れ
１
群
の
計
７
群
で
あ
り
、
平

成
14
年
の
調
査
と
比
較
す
る
と
２

群
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

豊
岡
の
群
れ
に
２
頭
、
富
岡
の
群

れ
に
２
頭
、
上
家
地
の
群
れ
に
１

頭
の
計
５
頭
の
サ
ル
に
発
信
機
を

装
着
し
、
１
頭
は
途
中
で
装
置
が

外
れ
た
た
め
今
の
と
こ
ろ
４
頭
の

移
動
デ
ー
タ
の
集
積
を
行
っ
て
お

り
、
未
装
着
の
群
れ
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
捕
獲
作
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
群
れ
の
頭

数
に
つ
い
て
は
、
な
か
な
か
正
確

に
数
え
る
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
状
況

で
す
が
、
道
路
を
横
断
す
る
時
な

ど
の
機
会
を
捉
え
て
調
査
す
る
予

定
で
す
。

　
次
に
、
委
託
業
者
で
あ
る
ネ
イ

チ
ャ
ー
企
画
と
猟
友
会
と
の
連
携

に
つ
い
て
で
す
が
、
こ
の
ニ
ホ
ン

ザ
ル
追
い
払
い
事
業
は
、
駆
除
に

よ
っ
て
個
体
数
を
減
ら
す
こ
と
が

主
た
る
目
的
で
は
な
く
、
サ
ル
が

寄
り
付
か
な
い
集
落
に
す
る
こ
と

で
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
こ

と
を
重
要
視
し
て
お
り
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
企
画
と
地
元
猟
友
会
が
直

に
連
絡
を
取
合
う
体
制
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
猟
銃
が
サ

ル
に
対
し
て
大
き
な
追
い
払
い
効

果
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
で

す
の
で
、
今
回
の
調
査
の
成
果
に

よ
っ
て
サ
ル
が
集
落
に
近
寄
っ
て

く
る
と
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
地
元
の
猟
友
会
員
に
連

絡
が
行
っ
て
、
先
回
り
し
て
追
い

払
っ
て
も
ら
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
費
用
対
効
果
に
関
し
て

で
す
が
、
こ
の
事
業
は
国
の
雇
用

対
策
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て

お
り
、
３
名
の
雇
用
を
創
出
し
て

い
る
と
い
う
現
実
的
な
効
果
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
財
源
に

つ
い
て
も
全
額
県
の
基
金
か
ら
支

出
さ
れ
て
い
て
、
よ
り
正
確
で
有

効
な
デ
ー
タ
が
収
集
で
き
る
よ
う

に
、
さ
ら
に
は
事
業
終
了
後
も
機

能
す
る
追
い
払
い
シ
ス
テ
ム
を
構

築
で
き
る
よ
う
に
、
委
託
業
者
と

協
力
し
て
事
業
推
進
に
あ
た
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
被
害
防
止
は
、

ま
ず
サ
ル
の
餌
と
な
る
も
の
を
集

落
内
か
ら
取
り
除
き
、
サ
ル
が
集

落
内
に
侵
入
し
た
と
き
は
速
や
か

に
追
い
払
い
、
サ
ル
に
と
っ
て
魅

力
の
な
い
、
も
し
く
は
危
険
な
環

境
を
作
る
こ
と
が
重
要
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
も
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥

獣
害
に
強
い
集
落
が
ひ
と
つ
で
も

増
え
る
よ
う
に
、
部
落
、
組
ご
と

の
勉
強
会
を
開
催
し
、
耕
作
放
棄

地
の
解
消
や
森
林
の
適
切
な
管
理

な
ど
関
連
す
る
対
策
を
効
果
的
に

組
み
合
わ
せ
、
全
国
の
先
進
事
例

を
参
考
に
し
て
鳥
獣
害
対
策
の
普

及
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
太
場
　
隆
俊　
議
員

◎
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

○
森
の
国
ま
つ
の
の
輝
け
る
未
来

づ
く
り
の
公
約
に
対
す
る
就
任
さ

れ
て
か
ら
約
２
年
の
成
果
と
後
半

の
方
針
は
。

○
職
員
心
得
カ
ー
ド
に
つ
い
て

◎
土
地
改
良
に
つ
い
て

○
農
地
開
発
団
地
の
作
物
別
植
栽

計
画
面
積
、
実
施
面
積
、
ま
た
現

状
と
生
産
の
推
移
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

○
農
地
開
発
団
地
の
今
後
の
営
農

指
導
は
ど
の
よ
う
に
取
組
む
の
か
。

○
土
地
改
良
償
還
業
務
は
平
成
26

年
に
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
長
期
滞
納
者
の
対
応
と
償

還
計
画
の
不
足
額
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

【
町
長
答
弁
】

　
私
が
就
任
し
て
か
ら
約
２
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
２
年
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
何
よ
り
、
鬼
北
町
と
の
合
併

協
議
が
第
一
で
あ
っ
た
か
と
思
い

ま
す
。
紆
余
曲
折
が
あ
り
、
結
果

と
し
て
昨
年
度
末
で
合
併
協
議
会

が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
を
受
け
と
め
、
松
野
町
と
し
て

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
現
実
と
責
任
を
第
一
に

町
政
推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
ま
た
、
国
政
に
お
い
て
も
歴
史

的
な
政
権
交
代
に
よ
り
、
民
主
党

政
権
の
も
と
で
の
新
た
な
国
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
今
後
の
方
針
と

し
て
、
長
期
計
画
を
具
体
化
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
松
野
町
ま
ち
づ

く
り
推
進
計
画
を
策
定
し
、
現
状

の
再
分
析
を
行
い
、「
森
の
国
ま

つ
の
輝
け
る
未
来
づ
く
り
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、「
協
働
、
福
祉
、

教
育
、
再
生
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
、
地
財
を
生
か
し
な
が
ら
、

人
情
細
や
か
な
郷
土
の
発
展
を
目

指
す
と
こ
ろ
で
す
。

　
具
体
的
な
事
業
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
策
定
す
る
過
疎
地

域
自
立
促
進
計
画
を
は
じ
め
、
各

種
事
業
計
画
に
よ
り
、
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　
並
行
し
て
、
平
成
17
年
度
に
策

定
さ
れ
た
長
期
計
画
の
う
ち
、
各

部
落
に
お
け
る
地
域
計
画
に
つ
い

て
も
具
現
化
を
図
る
べ
く
、
各
部

落
に
担
当
す
る
職
員
も
新
た
に
配

置
し
て
見
直
し
を
依
頼
し
て
お

り
、
早
速
、
取
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
議
員
各
位
に
も
、
地

元
部
落
で
の
相
談
役
と
し
て
ご
尽

力
い
た
だ
き
、
活
動
に
対
し
て
も

助
言
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
森
の
国
の
信
条
」
に
つ
い
て

は
、副
題
と
し
て「
職
員
心
得
カ
ー

ド
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
多
様
な
職
務
や
職
種
の
職
員
が

い
る
中
で
、
同
じ
意
識
や
目
標
を

持
つ
こ
と
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
、
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組

み
を
行
う
た
め
に
策
定
し
た
も
の

で
す
。

　
管
理
職
は
じ
め
、
臨
時
、
嘱
託

職
員
を
含
め
た
す
べ
て
の
職
員
の

心
得
と
し
て
周
知
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
が
す
べ
て
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
意
識
や
目
標
は
高
く

あ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
判
断

か
ら「
日
本
一
さ
わ
や
か
な
役
場
」

の
実
現
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
私
の
思
い
も
エ
ッ
セ
ン
ス
と

し
て
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
各
職
員
も
、
行
財
政
改
革
の
取



２０１０.11月

5

組
み
と
し
て
職
員
数
を
削
減
す
る

中
で
、
国
や
県
か
ら
の
権
限
移
譲

や
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
き

め
細
や
か
に
対
応
す
る
た
め
、
折

に
触
れ
、「
森
の
国
の
信
条
」
を

読
み
返
す
こ
と
で
「
町
民
が
起
点

と
な
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
思
い
起

こ
し
、
業
務
を
遂
行
し
て
い
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
な

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
等
の
具

体
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
広
く

広
報
に
努
め
ま
す
。

　
次
に
、
県
営
農
地
開
発
事
業
に

つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

　
愛
媛
県
が
事
業
主
体
と
な
っ

て
推
進
し
た
こ
の
事
業
は
、
昭

和
50
年
度
か
ら
昭
和
57
年
度
ま

で
８
年
間
の
工
事
期
間
を
要
し
、

１
１
１
・
３
ｈ
ａ
の
広
大
な
里
山

を
切
り
開
き
、
86
・
９
ｈ
ａ
の
近

代
的
な
生
産
基
盤
と
な
る
16
カ
所

の
団
地
を
造
成
し
た
も
の
で
、
そ

の
内
訳
は
、
茶
18
・
０
ｈ
ａ
、
花

木
8.3
ｈ
ａ
、
桃
30
・
４
ｈ
ａ
、
柚

子
6.5
ｈ
ａ
、
桑
12
・
１
ｈ
ａ
、
栗

10
・
５
ｈ
ａ
、
そ
の
他
1.1
ｈ
ａ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
日
本
の
農
業
は
さ
ま

ざ
ま
な
転
機
を
迎
え
る
た
び
に
大

き
な
変
遷
を
繰
り
返
し
、
国
民
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
嗜
好
の
変
化

な
ど
も
あ
っ
て
、
農
地
開
発
団
地

の
状
況
も
様
変
わ
り
し
て
き
ま
し

た
。
作
目
ご
と
の
分
析
で
は
、
ま

ず
柚
子
が
当
初
の
計
画
の
５
倍
か

ら
６
倍
の
面
積
で
植
栽
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
逆
に
桃
は
徐
々
に
減

少
し
て
当
初
の
３
分
の
２
の
面
積

に
縮
小
し
て
い
ま
す
。
当
初
計
画

の
主
力
で
あ
っ
た
桑
は
養
蚕
の
消

滅
と
と
も
に
姿
を
消
し
、
新
た
な

作
目
と
し
て
梅
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
が
、
販
売
価
格
の
低
迷
な
ど
に

よ
り
こ
こ
数
年
で
か
な
り
減
少
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
茶
に
つ
い
て

も
近
年
特
に
放
置
園
が
目
立
つ
よ

う
に
な
り
、
柚
子
以
外
の
特
産
作

目
は
、
総
じ
て
非
常
に
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
柚

子
に
つ
い
て
も
生
産
過
剰
傾
向
で

あ
り
、
特
産
品
の
開
発
や
新
し
い

販
路
の
開
拓
な
ど
に
、
早
急
に
取

り
組
む
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

せ
っ
か
く
作
り
上
げ
た
優
良
農
地

を
活
用
し
て
、
ど
の
よ
う
に
農
業

振
興
に
結
び
付
け
て
い
く
べ
き

か
、
非
常
に
大
き
な
難
題
に
直
面

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、農
協
や
県
の
指
導
、

協
力
を
得
て
作
目
ご
と
に
営
農
指

導
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
専

門
知
識
や
系
統
的
な
対
応
が
不
足

し
て
い
た
た
め
、
十
分
な
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
課
題
の
解

決
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
検
討
し
て

い
る
の
は
、
町
農
業
部
局
と
と
も

に
、
南
予
地
方
局
産
業
振
興
課
、

鬼
北
農
業
指
導
班
、
え
ひ
め
南
農

協
鬼
北
営
農
セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に

は
松
野
町
農
林
公
社
な
ど
農
業
に

関
係
す
る
諸
機
関
が
強
力
に
連
携

し
て
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
各

段
階
に
お
い
て
一
貫
し
て
農
家
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
農
家
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
機
敏
に
、
か
つ
総

合
的
に
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
こ
と
で
す
。
す
で
に
、

農
林
公
社
の
営
農
指
導
拠
点
施
設

を
中
核
と
す
る
具
体
的
な
ア
イ

デ
ィ
ア
を
地
方
局
や
農
協
と
擦
り

合
わ
せ
て
お
り
、
平
成
23
年
度
の

ス
タ
ー
ト
を
目
指
し
て
精
力
的
に

準
備
に
取
り
掛
か
る
よ
う
に
担
当

課
に
指
示
を
し
て
い
ま
す
。
構
想

が
あ
る
程
度
固
ま
り
次
第
、
相
談

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
指
導
を
仰
ぎ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
長
期
滞
納
者
の
賦
課

金
回
収
と
不
足
額
の
調
達
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。
長
期
滞
納
者
か

ら
の
回
収
は
非
常
に
困
難
な
状
況

で
す
が
、
大
多
数
の
真
面
目
に
償

還
を
終
え
ら
れ
た
組
合
員
の
方
と

不
公
平
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
断

固
と
し
た
態
度
で
滞
納
整
理
に
臨

む
こ
と
を
決
意
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、時
効
な
ど
で
回
収
不
能
と
な
っ

た
た
め
不
足
す
る
金
額
の
補
填
方

法
に
つ
い
て
は
、
土
地
改
良
区
の

歴
代
役
員
や
歴
代
事
務
局
長
の
意

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
最
終
的
に

現
理
事
会
で
方
向
性
を
出
し
て
い

く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
今
議
会

開
会
中
に
議
員
協
議
会
を
開
催
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
際
に
詳
し
く

説
明
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

　
光
盛
　
暁
與　
議
員

◎
中
央
診
療
所
の
今
後
の
運
営
に

つ
い
て
は
、
来
年
度
か
ら
か
兼
光

先
生
を
失
っ
た
状
態
の
中
で
診
療

所
運
営
自
体
に
不
安
、
危
惧
し
て

い
る
。

○
各
自
治
体
医
師
確
保
に
は
、
大

変
苦
労
を
す
る
と
い
う
の
が
現
状

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
の
住
民
説

明
会
で
「
命
を
懸
け
て
医
師
確
保

を
す
る
」
と
明
言
し
て
い
る
が
、

そ
の
根
拠
は
。

○
現
在
の
診
療
所
の
規
模
・
運
営

に
沿
っ
た
医
師
を
確
保
す
る
の

か
。
ま
た
は
内
容
・
運
営
方
法
を

変
え
た
上
な
の
か
、
変
え
る
と
す

る
な
ら
ど
の
よ
う
な
形
な
の
か
。

【
町
長
答
弁
】

　
全
国
的
に
医
師
不
足
で
あ
り
、

県
下
の
公
的
医
療
機
関
に
お
い
て

も
深
刻
な
状
態
が
続
い
て
い
る
状

況
で
す
。

　
松
野
町
も
、
兼
光
所
長
の
退
職

の
意
思
表
示
を
受
け
、
今
ま
で

培
っ
て
き
た
松
野
町
の
地
域
医
療

が
崩
壊
の
危
機
に
面
す
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
後
任
の
確
保
に

つ
い
て
は
最
大
限
の
努
力
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
地
域
医
療
を
確
保
し
、
住
民
の

健
康
を
守
り
安
心
安
全
を
供
給
す

る
こ
と
は
、
町
長
と
し
て
の
責
務

で
あ
り
、
命
を
賭
け
て
医
師
の
確

保
を
す
る
気
持
ち
を
持
っ
て
こ
の

こ
と
に
対
処
し
な
け
れ
ば
、
難
局

を
乗
り
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
住
民
説
明
会
で
も
、
そ
の
よ
う

な
意
気
込
み
・
気
持
ち
を
お
伝
え

し
ま
し
た
。

　
今
は
、
何
よ
り
も
あ
ら
ゆ
る
方

面
へ
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
先
決

で
あ
り
、
出
来
る
限
り
の
医
師
確

保
に
関
す
る
情
報
を
収
集
、
提
供

す
る
と
と
も
に
、
各
関
係
機
関
や

団
体
に
依
頼
す
る
こ
と
は
当
然
の

こ
と
、
当
町
に
ご
縁
の
あ
る
方
に

も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
ま
で
の
、
状
況
に
つ
い
て

は
、
県
当
局
に
対
し
て
の
更
な
る

支
援
と
協
力
依
頼
、
地
元
・
県
の

医
師
関
係
団
体
等
へ
の
依
頼
並
び

に
求
人
申
込
登
録
、
県
内
大
学
医

学
部
へ
の
医
師
派
遣
要
望
書
提

出
、全
国
自
治
体
病
院
協
議
会（
医

師
求
人
求
職
セ
ン
タ
ー
）
や
地
域

医
療
振
興
協
会
へ
の
陳
情
、
松
山

市
医
師
会
関
係
者
へ
の
依
頼
、
過

疎
の
地
域
事
情
を
共
有
す
る
県
内

自
治
体
へ
の
情
報
提
供
依
頼
、
近

隣
市
町
の
第
二
次
・
第
三
次
医
療

機
関
へ
の
協
力
依
頼
、
県
外
の
近

隣
市
の
医
療
関
係
者
へ
の
情
報
提

供
の
依
頼
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専

用
サ
イ
ト
の
活
用
、
地
元
出
身
の

医
師
と
も
接
触
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
医
師
確
保
の
た
め
に
様
々

な
手
段
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
申

し
上
げ
る
段
階
で
は
な
く
、
私
を
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は
じ
め
、
副
町
長
、
担
当
課
長
、

職
員
等
総
力
を
上
げ
て
、
出
来
う

る
限
り
の
努
力
を
継
続
中
で
す
。

　
次
に
、
中
央
診
療
所
の
現
状
で

す
が
、
医
師
２
人
体
制
で
、
１
日

１
０
０
人
余
り
の
外
来
患
者
、
19

床
の
入
院
施
設
、
３
つ
の
出
張
診

療
所
の
ほ
か
、
在
宅
医
療
、
宅
直
、

産
業
医
、
学
校
医
、
嘱
託
医
、
協

力
医
な
ど
、
当
町
の
保
健
、
医
療
、

福
祉
の
連
携
に
よ
る
地
域
医
療
に

情
熱
を
持
っ
て
、
町
民
の
命
と
健

康
、
安
心
の
確
保
の
た
め
に
、
24

時
間
、
３
６
５
日
の
過
酷
な
勤
務

体
制
を
強
い
て
き
た
の
は
事
実
で

す
。
加
え
て
、
公
的
医
療
機
関
な

る
が
故
に
、
ク
レ
ー
ム
の
問
題
や

症
状
が
軽
く
て
も
夜
間
や
休
日
に

来
院
す
る
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
者
」

へ
の
対
応
な
ど
、
医
師
の
負
担
が

多
い
こ
と
も
否
め
な
い
状
況
で
す
。

　
へ
き
地
診
療
所
の
運
営
は
、
医

師
個
人
の
献
身
的
努
力
と
犠
牲
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
部
分
が
多

く
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
入
院

施
設
を
有
す
る
診
療
所
で
は
、
少

人
数
の
医
師
が
、
年
間
を
通
じ
て

休
む
間
も
な
く
交
代
で
対
応
せ
ざ

る
を
得
ず
、
急
患
へ
の
対
応
な
ど

で
、
睡
眠
は
数
時
間
し
か
取
れ
な

い
ま
ま
に
、
翌
日
は
寝
不
足
で
診

察
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
過

酷
な
勤
務
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
症
状
が
軽
く
て
も
夜
間
や
休

日
に
来
院
す
る
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診

者
」
が
多
い
こ
と
も
医
師
の
負
担

増
に
よ
る
労
働
環
境
の
悪
化
を
招

い
て
い
ま
す
。

　
医
師
確
保
に
つ
い
て
は
全
力
を

も
っ
て
努
力
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
が
、
現
状
の
ま
ま
の
中
央
診

療
所
の
運
営
を
す
る
に
は
、
今
の

２
人
体
制
で
は
、
医
師
の
負
担
が

大
き
く
、
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
は
３
人
の
常
勤
医
者
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
医
師
不
足
の
時
代
、
医
師
確
保

が
困
難
な
中
で
、
１
人
の
医
師
確

保
も
厳
し
い
状
況
下
に
お
い
て
、

一
挙
に
２
人
の
医
師
の
確
保
は
と

て
も
難
し
い
状
況
で
す
。

　
ど
の
よ
う
な
診
療
所
運
営
が
松

野
町
に
と
っ
て
最
善
な
の
か
、
松

野
町
の
地
域
医
療
に
つ
い
て
、
医

師
を
中
心
と
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ

の
意
見
を
十
分
に
聴
き
、
議
会
と

も
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
住
民
の

理
解
を
得
て
推
進
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
現
状
で
は
、
研
修
医
が
都
会
に

集
中
し
て
地
方
が
医
師
不
足
に

陥
っ
て
い
る
状
況
で
、
一
部
の
大

学
で
研
修
医
の
足
切
り
が
行
わ

れ
、
地
方
に
も
研
修
医
が
流
れ
る

と
い
う
状
況
も
起
き
て
い
ま
す
。

医
学
部
の
定
員
増
も
加
わ
っ
て
、

今
後
６
・
７
年
間
程
度
を
我
慢
す

れ
ば
こ
の
医
師
不
足
も
徐
々
に
解

消
で
き
る
と
の
見
解
を
専
門
家
か

ら
伺
っ
て
い
ま
す
。一
日
も
早
く
、

医
師
確
保
の
目
処
が
立
つ
よ
う
一

層
の
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

　
井
上
　
六
廣　
議
員

◎
町
の
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

○
観
光
立
町
を
目
指
し
て
、
活
性

化
を
図
る
努
力
を
し
て
い
た
松
野

町
は
、
合
併
問
題
で
混
迷
し
た
た

め
途
半
ば
に
あ
り
、
農
業
、
商
業
、

あ
ら
ゆ
る
方
面
で
担
い
手
不
足
と

な
り
疲
弊
し
て
い
る
の
が
現
状
で

あ
る
。
行
政
に
お
い
て
も
、
旧
態

依
然
の
施
策
等
の
終
焉
、
整
理
が

困
難
な
問
題
が
表
面
化
し
つ
つ
あ

る
こ
の
時
期
に
、
解
決
策
を
ど
の

よ
う
に
見
出
し
、
笑
い
の
絶
え
な

い
環
境
を
創
ろ
う
と
す
る
の
か
。

【
町
長
答
弁
】

　
ま
ず
は
、
地
域
で
で
き
る
こ
と

を
模
索
し
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
で

も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
中

で
、
現
状
分
析
を
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
を
探
る

の
で
は
な
く
、
マ
イ
ナ
ス
の
要
因

で
あ
っ
て
も
角
度
を
変
え
て
み
る

こ
と
で
プ
ラ
ス
に
働
く
こ
と
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
、
視
点
を
変

え
て
み
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
一
方
で
は
、
行
政
と
い
う
視
点

だ
け
で
な
く
、
議
会
を
は
じ
め
と

す
る
町
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

あ
り
ま
せ
ん
。
私
を
は
じ
め
と
し

て
、
職
員
に
対
し
て
も
「
町
民
が

起
点
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
指
示
し

て
い
る
こ
ろ
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
意
見

を
頂
戴
し
、
議
会
で
も
活
発
な
議

論
、
提
言
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
活
性
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
日

本
中
で
、
国
・
地
方
を
あ
げ
て
模

索
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
今
こ

こ
で
具
体
的
な
解
決
策
を
述
べ
る

ま
で
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
プ

ラ
ス
に
捉
え
、
発
想
を
転
換
し
て

い
く
前
向
き
な
姿
勢
が
明
る
さ
に

繋
が
り
、
少
し
で
も
良
い
結
果
へ

結
び
付
く
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
常
々
基
幹
１
次
産

業
、
農
林
業
の
振
興
を
基
本
に
、

農
工
商
観
の
連
動
し
た
内
発
型
、

付
加
価
値
型
、
循
環
型
の
６
次
産

業
化
を
創
造
す
る
こ
と
が
必
要
不

可
欠
の
時
代
と
考
え
て
い
ま
す
。

松
野
町
が
こ
れ
ま
で
展
開
し
て
き

た
「
森
の
国
の
産
業
お
こ
し
」
を

さ
ら
に
推
進
、
発
展
さ
せ
る
た
め

に
、
最
も
大
き
な
役
割
を
担
う
べ

き
存
在
は
、
株
式
会
社
松
野
町
農

林
公
社
と
財
団
法
人
松
野
町
観
光

公
社
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
両
公
社
を
中
心
と
し
た

地
域
活
性
化
構
想
の
一
端
を
述
べ

ま
す
。

　
松
野
町
の
基
幹
産
業
は
、
農
林

業
で
す
。
し
か
し
、
本
町
の
よ
う

な
中
山
間
地
域
は
、
過
疎
化
高
齢

化
の
進
展
に
よ
る
担
い
手
不
足
、

国
際
競
争
の
激
化
に
よ
る
農
産
物

価
格
の
低
迷
、
異
常
気
象
の
頻
発

や
鳥
獣
被
害
の
激
増
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
に
直
面
し
て
お
り
、
生

産
農
家
の
間
に
は
、
先
の
見
え
な

い
不
安
感
や
疲
労
感
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
農
林

公
社
で
は
、
念
願
の
農
業
生
産
法

人
格
を
取
得
し
、
農
地
の
自
己
保

有
に
よ
る
農
業
経
営
に
乗
り
出
す

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
21
年
度

か
ら
松
野
町
地
域
雇
用
創
造
促
進

協
議
会
が
実
施
し
て
い
る
地
域
雇

用
創
造
実
現
事
業
で
、「
森
の
国
印

特
産
品
増
産
計
画
」
と
「
ア
グ
リ

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
整
備
計
画
」
を
受

託
し
、
懸
案
で
あ
っ
た
新
規
特
産

品
の
開
発
と
担
い
手
の
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
農

林
公
社
を
中
核
と
し
て
県
、
町
、

農
協
が
一
体
と
な
っ
た
農
業
支
援

組
織
を
構
築
す
る
計
画
も
具
体
的

に
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
農

林
公
社
が
実
施
し
て
き
た
苗
物
や

ト
マ
ト
の
生
産
販
売
も
も
ち
ろ
ん

重
要
な
業
務
で
す
が
、
こ
れ
ら
の

新
し
い
事
業
展
開
を
通
じ
て
、
地

域
農
業
の
指
導
拠
点
と
し
て
の
機

能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

ま
た
、
付
加
価
値
を
高
め
、
有
利

販
売
に
つ
な
げ
て
い
く
体
制
づ
く

り
に
、
町
行
政
と
し
て
も
支
援
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、観
光
分
野
に
つ
い
て
は
、

森
の
国
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
の
も
と
、
町
有
観
光
施
設
の
運

営
を
中
心
と
し
て
、
交
流
人
口
の
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増
大
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に
努

め
て
き
ま
し
た
。そ
の
最
前
線
は
、

観
光
公
社
で
す
。
し
か
し
、
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
と
い
う
大
き

な
転
機
を
経
て
、
観
光
公
社
も
新

た
な
展
開
を
模
索
す
る
必
要
性
が

生
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
観
光
交
流
部
門
に
お
け

る
企
画
営
業
機
能
の
強
化
が
上
げ

ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
旅
行

業
の
資
格
を
取
得
し
て
着
地
型

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
旅
行
商
品

の
開
発
造
成
に
取
り
組
む
こ
と
、

あ
る
い
は
町
内
の
特
産
品
を
生
産

者
に
代
わ
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
販
売
す
る
こ
と
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
実
践
す
る
町
内
の

農
家
民
宿
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の

窓
口
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
な

ど
、
観
光
や
物
産
を
通
じ
て
観
光

公
社
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
ま

だ
ま
だ
大
き
い
も
の
に
な
る
と
考

え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
松
野
町
の
町
づ

く
り
の
成
功
の
鍵
は
、
ふ
た
つ
の

公
社
が
握
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
多

額
の
指
定
管
理
料
が
、
町
財
政
を

圧
迫
し
て
い
る
と
い
う
マ
イ
ナ
ス

の
側
面
だ
け
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

す
る
の
で
は
な
く
、
両
公
社
の
持

つ
無
限
の
可
能
性
を
信
じ
、
他
の

市
町
に
は
な
い
貴
重
な
戦
力
と
捉

え
、町
づ
く
り
の
核
と
し
て
指
導
、

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
地
域
主
権
改
革
の

流
れ
の
中
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
地
域
の
基
礎
自
治
体
に
お
け
る

権
限
が
増
し
、
よ
り
自
主
的
か
つ

総
合
的
な
行
政
主
体
と
し
て
の
役

割
を
担
え
る
よ
う
に
な
る
一
方
、

自
治
立
法
権
や
自
治
財
政
権
の
拡

充
な
ど
、
よ
り
一
層
の
自
治
能
力

の
向
上
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
町
の
長
期
計
画
の
基
礎

と
な
る
各
部
落
で
の
地
域
計
画
の

見
直
し
と
実
践
へ
の
移
行
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
い
ま
す
。

町
と
し
て
も
協
働
の
取
り
組
み
の

足
掛
か
り
と
し
て
、
本
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
」
を
中
心
に
、
ま
ち
づ

く
り
、
ひ
と
づ
く
り
を
は
じ
め
、

地
域
計
画
の
実
践
・
実
行
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
加
え
て
、
長
期
計
画
と
並
び
、

重
要
と
な
る
過
疎
計
画
に
つ
い
し

て
も
、
新
た
に
「
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
」
を
策
定
中
で
あ
り
、

具
体
的
な
内
容
を
示
す
段
階
に
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
、
財
政
運
営
に
お
い
て
極
め

て
重
要
な
計
画
で
す
。

　
現
在
、
素
案
に
基
づ
き
関
係
各

所
と
の
調
整
を
続
け
て
お
り
、
次

期
定
例
会
で
は
、
よ
り
具
体
的
な

説
明
と
合
わ
せ
て
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
く
運
び
と
し
て
い
ま
す
。

　
観
光
施
策
を
は
じ
め
、
町
外
へ

向
け
た
発
信
・
施
策
も
必
要
で
す

が
、
町
内
で
の
居
心
地
の
良
い
ま

ち
づ
く
り
が
人
を
呼
び
、
勢
い
が

生
ま
れ
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
事
業
推
進
に
つ
い
て
は
、

議
会
も
積
極
的
に
議
論
い
た
だ

き
、
松
野
町
の
活
性
化
に
助
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
町
長
答
弁
は
、
抜
粋
し
て
記
載
し

て
い
ま
す
）

住
民
座
談
会
の
開
催
と

「
副
町
長
を
置
か
な
い
こ

と
の
条
例
」
に
つ
い
て

　
７
月
20
日
か
ら
10
月
13
日
に
か

け
て
、
町
内
各
部
落
で
住
民
座
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
座
談
会
で
は
、
町
長
か
ら
町
政

の
課
題
や
町
づ
く
り
の
考
え
方
、

各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
し
て
①

財
政
状
況
の
見
通
し
②
情
報
通
信

基
盤
整
備
事
業
③
協
働
の
町
づ
く

り
の
推
進
④
人
権
・
同
和
問
題
の

推
進
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
⑤
診
療
所
の
運
営
⑥
町
民
運
動

会
の
実
施
⑦
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策

に
つ
い
て
説
明
し
、
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
、
議
会
最
終
日
に
お

い
て
、
議
員
発
議
に
よ
る
「
副
町

長
を
置
か
な
い
こ
と
の
条
例
、
11

月
１
日
施
行
」
が
提
出
さ
れ
、
即

日
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
の
大
合
併
が
一
区
切
り
と

な
り
、
地
域
主
権
の
時
代
へ
、
基

礎
的
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
の
組

織
運
営
面
に
お
け
る
主
体
性
、
自

律
性
が
一
層
強
く
求
め
ら
れ
る
な

か
、
長
を
支
え
る
ト
ッ
プ
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
体
制
の
強
化
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
本
町
に
お
い
て
は
、
医

師
確
保
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
、

懸
案
事
項
が
山
積
し
、
重
大
な
局

面
へ
の
対
応
や
、
安
心
と
潤
い
に

満
ち
た
町
づ
く
り
の
推
進
、
災
害

を
は
じ
め
と
す
る
危
機
管
理
体

制
、
組
織
の
横
断
的
な
特
命
事
項

等
の
統
制
、
実
務
の
指
揮
監
督
な

ど
、
副
町
長
の
職
務
と
役
割
は
極

め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
、
人
件
費
等
の
縮

減
な
ど
は
、
今
後
と
も
総
合
的
に

検
討
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
で
は
あ
る
が
、
今
な

ぜ
、
副
町
長
廃
止
な
の
か
、
議
会

の
一
方
的
な
提
案
に
対
し
理
解
で

き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
の
状
況
か

ら
し
て
、
理
事
者
側
の
思
い
や
願

い
は
通
じ
得
ず
、
残
念
至
極
で
あ

る
が
、い
た
ず
ら
に
対
立
を
深
め
、

町
政
を
停
滞
さ
せ
る
一
因
と
な
る

こ
と
を
危
惧
し
た
次
第
で
す
。

　
今
回
、色
々
な
思
い
や
無
念
さ
、

悔
し
さ
、
そ
し
て
私
の
不
徳
の
致

す
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
や
っ
と
、
町
内
が
落
ち
着
き
を

取
り
戻
し
、
行
財
政
運
営
も
上
向

き
の
方
向
に
な
り
つ
つ
あ
る
今

日
、
再
び
、
対
立
、
混
迷
、
政
争

の
町
へ
後
戻
り
さ
せ
る
こ
と
は
、

町
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、
町
の

た
め
、
町
民
の
た
め
に
、
決
し
て

許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
と
判
断

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
つ
い
て
は
、
副
町
長
を
置
か
な

い
こ
と
の
条
例
に
よ
り
、
11
月
１

日
か
ら
、
副
町
長
を
廃
止
し
、
不

在
と
な
る
こ
と
は
、
大
き
な
損
失

で
あ
り
、
断
腸
の
思
い
、
痛
惜
の

極
み
で
あ
る
が
、
町
政
の
停
滞
、

混
乱
を
回
避
し
、
大
局
的
立
場
か

ら
、
大
変
不
本
意
で
、
苦
渋
の
決

断
で
あ
る
が
、
再
議
に
付
す
こ
と

を
断
念
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
町
民
皆
様
を
始
め
、
町
内
外
関

係
各
方
面
に
対
し
て
、
な
に
か
と

ご
心
配
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
こ
と
、お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
土
居
副
町
長
の
こ
れ
ま
で
の
ご

尽
力
、
ご
功
績
に
感
謝
し
、
愛
町

の
意
思
を
職
員
一
丸
と
な
っ
て
受

け
継
ぎ
、「
町
民
の
町
民
に
よ
る
町

民
の
た
め
の
町
政
」
を
基
点
と
し
、

町
内
融
和
と
地
域
力
を
結
集
す
る

開
か
れ
た
町
づ
く
り
に
、
力
の
限

り
頑
張
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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■概　　要
　平成19年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布されました。
　この法律は、地方公共団体の財政の健全性に関する指標の公表制度を設け、その比率に応じて財政の早期健
全化及び財政の再生等に必要な行財政の措置を講じることにより、地方公共団体の財政の早期健全化に資する
ことを目的としています。なお、計画策定義務等を含めた全体の法律の施行は、平成21年４月からとなってい
ます。
　公表するのは、⑴実質赤字比率、⑵連結実質赤字比率、⑶実質公債費比率、⑷将来負担比率（以下「健全化
判断比率」といいます。）と⑸資金不足比率の５指標です。健全化判断比率のうち１つでも早期健全化基準（イ
エローカード）以上である場合は財政健全化計画を、財政再生基準（レッドカード）以上である場合は財政再
生計画を定める必要があります。また、資金不足比率が経営健全化基準以上となった場合は、経営健全化計画
を定める必要があります。

■健全化判断比率及び資金不足比率
　本町の平成21年度決算に基づいて算定し、監査委員の審査を経て議会へ報告した健全化判断比率及び資金不
足比率は、下記のとおりいずれの比率も国の基準を下回り、現在のところ指標上の財政状況は健全であるとい
えます。
　実質公債費比率は、対前年度比で0.6％改善しています。主な要因は、近年の新規地方債発行（借金）の抑制
策により、町の元利償還金（借金返済額）が対前年度比で約１億２千万円・15.3％減少したことが影響しています。
　将来負担比率は、対前年度比で40.0％改善されています。主な要因は、実質公債費比率と同様に、近年の新
規地方債発行（借金）の抑制策により、地方債（借金）残高が対前年度比約２億９千万円・7.5％減少したほか、
独立行政法人緑資源機構の廃止を受け、大規模林道整備事業が当初の計画より大幅に縮小されたことにより、
事業完了までの負担金等支払見込額が対前年度比約３億４千万円・81.9％減少したことなどが影響しています。
　いずれの指標も早期健全化基準内となっており、今後も改善傾向で推移する見込みとなっておりますが、引
き続き集中改革プラン等に基づく行財政改革を徹底し、財政の健全化に取組みます。

指　標　名 平成21年度A 平成20年度B 比較(A－B) 早期健全化基準 財政再生基準
※実質赤字比率 －（該当なし） －（該当なし） － 15.00％ 20.00％
※連結実質赤字比率 －（該当なし） －（該当なし） － 20.00％ 40.00％
　実質公債費比率 17.7％ 18.3％ △0.6％ 25.0％　 35.0％　

　将来負担比率 87.4％ 127.4％ △40.0％ 350.0％　

平成21年度決算に基づく松野町の健全化判断比率等を公表します

○健全化判断比率

※平成21年度決算は黒字であり、実質赤字額、連結実質赤字額がないため「－（該当なし）」で表示。

○資金不足比率
会　計　名 平成21年度 平成20年度 経営健全化基準

※簡易水道特別会計 －（該当なし） －（該当なし） 20.0％

※平成21年度決算は黒字であり、資金不足比額がないため「－（該当なし）」で表示。

【用語解説】
項　　　　目 内　　　　　　　　容

実 質 赤 字 比 率
　福祉、教育、まちづくりなど、行政事務本体を扱う一般会計等（一般会計及び住宅新築資金等貸付
事業特別会計）の赤字の程度を示し、財政運営の悪化の度合いを表します。家計に例えれば、年収に
占める年間赤字額の割合を示すものです。
　黒字であれば「－（該当なし）」という公表になります。

連結実質赤字比率
　一般会計等に加え、国民健康保険・診療所・簡易水道・老人保健・介護保険・後期高齢者医療保険特
別会計の赤字や黒字を合算し、町全体としての赤字の程度を示し、財政運営の悪化の度合いを表します。
　黒字であれば「－（該当なし）」という公表になります。

実質公債費比率

　町の年間収入のうち、借入金（地方債）の返済及びこれに準ずる返済に充てている割合を示し、資
金繰りの苦しさを表します。
　これには、一部事務組合への負担金や公営企業会計に対する繰出金のうち、借金返済に相当するも
のも含まれています。
　家計に例えると、年収に占める年間の借金返済額の割合を示すものです。

将 来 負 担 比 率
　一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高が、町の
年間収入の何年分に相当するのかを示し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを表します。
　家計に例えると、借金残高が年収の何年分に相当するかを示すものです。

資 金 不 足 比 率
　公営企業会計（簡易水道特別会計）の資金の不足額の程度を示し、経営状態の悪化の度合いを表し
ます。
　資金不足額がなければ、「－（該当なし）」という公表になります。
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まちのわだい
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

　
９
月
15
日
㈬
に
満
70
歳
以
上
で

長
寿
の
祝
い
歳
に
該
当
す
る
方
を

お
招
き
し
、
敬
老
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
敬
老
式
は
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
の
労
苦
を
い
た
わ

り
、
長
寿
を
お
祝
い
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も

元
気
で
過
ご
さ
れ
る
こ
と

を
願
い
、
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
年
祝
い
歳
に
あ
た
る

方
は
、

百
賀
（
数
え
百
歳
）
１
名

白
寿
（
数
え
99
歳
）
２
名

卒
寿
（
数
え
90
歳
）
29
名

米
寿
（
数
え
88
歳
）
31
名

傘
寿
（
数
え
80
歳
）
69
名

喜
寿
（
数
え
77
歳
）
76
名

の
合
計
２
３
２
名
で
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
と
し
て
町
内
保
育
園
児
の
か

わ
い
ら
し
い
踊
り
が
披
露
さ
れ
た

後
、
阪
本
寿
明
町
長
が
「
地
域
の

た
め
に
長
年
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お
過

し
く
だ
さ
い
。」
と
挨
拶
し
、
今

年
１
０
０
歳
に
な
ら
れ
る
金
谷
カ

ズ
ヱ
さ
ん
（
吉
野
）
ら
に
記
念
品

を
贈
り
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

百賀　金谷　カズヱさん

　
今
年
も
、
フ
レ
ン
ド
ま
つ
の
・

デ
ィ
ま
つ
の
利
用
者
と
職
員
の
皆

さ
ん
が
、
楽
し
い
踊
り
の
披
露
で

式
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、

小
学
生
の
作
文
発
表
に
じ
っ
と
耳

を
か
た
む
け
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
て

い
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
敬
老
式
実
施

白寿　毛利　弥太郎さん

　
９
月
５
日
㈰
、「
県
境
を
越
え

　
川
と
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流
を
」
の

大
会
テ
ー
マ
の
も
と
、
松
野
町
体

育
協
会
主
催
の
第
22
回
予
土
交
流

球
技
大
会
２
０
１
０
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
も
、
近
隣
の
市
町
や
高
知

県
か
ら
約
４
０
０
名
の
選
手
が
参

加
し
、
レ
ク
バ
レ
ー
、
卓
球
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
ゴ
ル
フ
の
種
目
で
熱
戦

を
繰
り
広
げ
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
実
施
さ
れ
た
競
技
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

﹇
一
般
レ
ク
バ
レ
ー
の
部
﹈

　
優　

勝
　
Ｂ
＆
Ｇ 

宇
和
島
市

　
準
優
勝
　
エ
ー
ス 

宇
和
島
市

　
三　

位
　
森
の
精 

松
野
町

﹇
女
子
レ
ク
バ
レ
ー
の
部
﹈

　
優　

勝
　
サ
ー
カ
ス 

鬼
北
町

　
準
優
勝
　
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
び
っ
ち 

 

宇
和
島
市

　
三　

位
　
じ
ゅ
ら
い 

鬼
北
町

﹇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部
﹈

　
優　

勝
　
長
生
会 

松
野
町

　
準
優
勝
　
四
万
十
ク
ラ
ブ

 

四
万
十
市

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
９

月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
運
動
期
間
の
21
日
㈫
に
は
、
虹

の
森
公
園
駐
車
場
で
出
発
式
が
行

わ
れ
、
鬼
北
交
番
や
交
通
安
全
推

進
協
議
会
か
ら
約
30
人
が
参
加

し
、
交
通
安
全
宣
言
を
行
い
自
動

車
パ
レ
ー
ド
と
人
の
輪
作
戦
を
実

　
三　

位
　
吉
田
オ
レ
ン
ジ

 

宇
和
島
市

﹇
卓
球　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
﹈

　
優　

勝
　
江
戸
　
啓
城

 

四
万
十
市

　
準
優
勝
　
戸
梶
　
正
猛 

 

津
野
町

　
三　

位
　
浅
岡
　
豊 

　
津
野
町

﹇
卓
球　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部
﹈

　
優　

勝
　
薬
師
寺
・
東
ペ
ア

 

宇
和
島
市

　
準
優
勝
　
江
戸
・
江
戸
ペ
ア

 

四
万
十
市

　
三　

位
　
戸
梶
・
浅
岡
ペ
ア

 

津
野
町

﹇
卓
球　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
﹈

　
優　

勝
　
山
口 

め
ぐ
み

 

四
万
十
市

　
準
優
勝
　
島
原 

菜
緒

 

四
万
十
市

　
三　

位
　
坂
本 

洋
子 

 

宇
和
島
市

﹇
卓
球　

女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部
﹈

　
優　

勝
　
新
改
・
岡
田
ペ
ア

 

宇
和
島
市

　
準
優
勝
　
山
口
・
島
原
ペ
ア

 

四
万
十
市

　
三　

位
　
坂
本
・
松
浦
ペ
ア

 

宇
和
島
市

﹇
ゴ
ル
フ
の
部
﹈

　
優　

勝
　
加
藤 

弘
行 

松
野
町

　
準
優
勝
　
金
谷 

光
人 

 

四
万
十
市

　
三　

位
　
松
浦 

貴
浩 

鬼
北
町

施
し
ま
し
た
。

　
自
動
車
パ
レ
ー
ド
で
は
、
街
宣

活
動
し
な
が
ら
町
内
を
一
周
し
、

事
故
防
止
の
徹
底
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
松
野
町
で
は
、
今
年
４
月
に
死

亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
愛
媛

県
内
で
も
死
亡
事

故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
交
通
の

ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
事
故
の

な
い
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
と
め

ま
し
ょ
う
。

「
あ
せ
ら
ず
に

 

心
の
ブ
レ
ー
キ
　
常
に
掛
け
」

予
土
交
流
球
技
大
会
２
０
１
０

秋
の
交
通
安
全
運
動

子
ど
も
相
撲
大
会

 

元
気
に
は
っ
け
よ
い
!

　
９
月
５
日
㈰
に
、
吉
野
粟
島
神

社
の
秋
祭
り
が
行
わ
れ
、
恒
例
の

東
小
学
校
校
内
相
撲
大
会
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
四
股
名
は
子
ど
も
達
自
身
が
つ

け
た
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
、
呼
び

出
し
の
度
に
会
場
か
ら
は
笑
い
が

聞
こ
え
和
や
か
な
雰
囲
気
で
学
年

ご
と
の
取
り
組
み
が
進
み
ま
し
た
。

　
土
俵
際
で
見
守
る
家
族
や
友

達
の
応
援
を
受
け
元
気
に
相
撲
を

取
っ
て
い
ま
し
た
。
勝
ち
進
ん
だ

子
ど
も
達
の
爽
や
か
な
笑
顔
が
印

象
的
で
し
た
。

第22回

高学年男子の取組み
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小中学校運動会

みんなで
 松野音頭

ゴーゴー一輪車

南小学校・・９月26日㈰
大会テーマ

「運動会　汗を流して　紅白勝負」

東小
ソーラン節
２０１０

力のかぎり

東小学校・・９月19日㈰
大会テーマ

「がんばれば　えがおいっぱい　運動会」

東小

全男子
 エッサッサ

全女子
 ダンス

松野中学校・・９月12日㈰
大会テーマ

燃えろ　松中魂　天までも

全男子
 エッサッサ

組み体操

西小学校・・９月19日㈰
大会テーマ

「いざ勝負　西小カップ　２０１０」

ダンス
トラブルメーカー

秋空のもと、小中学校で運動会が実施されました。
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第
65
回
国
民

体
育
大
会
「
ゆ

め
半
島
千
葉
国

体
」
で
９
月
29

日
に
宇
和
島
水
産
高
等
学
校
ボ
ー

ト
部
の
松
岡
真
君
（
富
岡
）
が
愛

媛
県
選
抜
選
手
で
編
成
さ
れ
た
少

年
男
子
舵
つ
き
４
人
ス
カ
ル
で
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。
タ
イ
ム
は
３

分
５
秒
02
で
す
。

　
優
勝
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
葛
　
句
　
会
　
九
月
例
会
句
会
　
　
於
　
町
民
セ
ン
タ
ー

思
ひ
出
を
部
屋
に
拡
げ
て
秋
桜 

伊
藤
　
富
子

今
日
生
き
て
明
日
あ
る
こ
と
の
良

り
ょ
う

夜や

か
な 

岡
本
　
京
子

一
戸
減
り
又
二
戸
減
り
て
葛
の
花 

金
谷
　
重
子

爽
や
か
や
す
ら
り
俳
画
の
女
文
字 

金
谷
　
恵
子

酸ほ
お

漿ず
き

や
鳴
ら
し
く
る
娘
の
片
え
く
ぼ 

金
谷
　
文
恵

厨
窓
秋
立
つ
風
と
な
り
に
け
り 

木
下
三
千
恵

亡
き
母
を
偲
べ
ば
秋
の
風
立
ち
ぬ 

駒
山
　
忠
夫

栗
た
わ
わ
弥
生
住
居
の
柱
跡 

谷
　
き
よ
し

や
き
茄
子
に
香
の
も
の
そ
え
る
夕
餉
か
な 

谷
口
ま
さ
こ

孫
帰
省
帰
っ
て
嬉
し
来
て
嬉
し 

布
　
　
久
光

か
な
か
な
に
凛
と
静
も
る
峡
の
里 

布
　
　
康
江

雨
待
て
ど
台
風
遠
し
日
本
海 

ひ
の
た
い
ら

初
紅
葉
振
り
返
り
つ
つ
谿た

に

下
る 

正
木
　
玲
子

か
ん
た
ん
な
文
字
ま
で
忘
れ
夜
の
秋 

森
田
　
す
み

病
む
夫
の
言
葉
少
な
き
残
暑
か
な 

山
下
ス
ミ
子

鳳
仙
花
は
じ
け
り
庭
の
片
隅
に 

行
定
キ
ヨ
ノ

　
吉
　
野
　
句
　
会
　
九
月
例
会
　
　
於
　
吉
野
生
公
民
館

外
人
に
話
し
か
け
ら
れ
秋
の
旅 

赤
松
　
午
子

さ
っ
と
風
軒
に
吊
る
せ
し
通あ

け

草び

の
実 

浅
野
　
雪
子

十
六
夜
の
ひ
と
り
欠
け
た
る
月
の
句
座 

稲
谷
キ
ミ
子

に
わ
か
雨
止
み
て
ふ
た
た
び
蝉
し
ぐ
れ 

上
田
み
ち
子

芒
に
団
子
供
へ
と
と
の
ひ
月
待
て
る 

岡
本
　
三
葉

広
沢
の
池
に
浮
か
び
し
月
見
舟 

菊
澤
　
大
和

紅
さ
し
て
す
っ
く
と
蕾
曼
珠
沙
華 

竹
内
サ
ダ
子

俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
一
覧

（
平
成
二
十
二
年
九
月
投
句
分
）

佳　

作

《
不
器
男
記
念
館
》

手
を
合
は
す
投
句
の
人
や
秋
桜 

鬼
北
町
　
松
田
ツ
ル
子

《
森
の
国
ホ
テ
ル
》

旅
一
日
不
器
男
の
里
の
水
澄
ん
で 

松
山
市
　
佐
々
木
真
理

草
そ
よ
と
揺
れ
て
人
の
死
蚯み

み

ず蚓
の
死 

宇
和
島
市
　
脇
谷
　
梨
花

《
虹
の
森
公
園
》

捨
畑
の
き
ち
き
ち
飛
ん
で
日
暮
け
り 

 

八
幡
浜
市
　
前
田
　
一
夘

蟻
群
れ
て
虫
一
匹
を
運
び
き
る 

鬼
北
町
　
宮
崎
き
く
を

秋
立
つ
や
町
を
見
下
ろ
す
小
学
校 

鬼
北
町
　
中
尾
　
　
正

朝
顔
の
七
十
ま
で
は
数
へ
け
り 

鬼
北
町
　
松
田
ツ
ル
子

稲
架
か
げ
に
消
え
て
し
ま
ひ
し
鬼
ご
っ
こ 

八
幡
浜
市
　
二
宮
　
節
女

― 
森
の
国
山
城
の
会
に
よ
る
草
刈
作
業
を
実
施 

―

　
10
月
２
日
㈯
、
森
の
国
山
城
の

会
会
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
河
後
森

城
の
草
刈
作
業
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。各
自
が
草
刈
機
を
持
ち
寄
り
、

城
内
の
う
ち
主
に
山
の
稜
線
部
に

広
が
る
曲く
る

輪わ

（
平
坦
地
の
こ
と
）

を
対
象
に
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
日
当
た
り
の
よ
い
場
所
で
は
、

草
が
腰
ほ
ど
の
高
さ
に
成
長
し
て

い
ま
し
た
が
、
作
業
を
お
こ
な
っ

て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
見
通
し

も
よ
く
な
り
、
城
内
の
散
策
を
快

適
に
行
え
る
よ
う
な
状
態
と
な
り

ま
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
、
３
日
後
に
は
松
野

東
小
学
校
の
６
年
生
の
皆
さ
ん
に

よ
る
城
の
見
学
会
や
出
土
品
の
学

習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

際
に
も
じ
っ
く
り
と
細
か
い
と
こ

ろ
ま
で
城
に
設
け
ら
れ
た
様
々
な

施
設
の
様
子
を
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

自
衛
隊
学
生
募
集

高
等
工
科
学
校
生
徒

【
受
験
資
格
】

　
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の

男
子

【
受
付
期
間
】

　
11
月
１
日
㈪

 

〜
平
成
23
年
１
月
７
日
㈮

【
第
１
次
試
験
日
】

　
平
成
23
年
月
１
月
22
日
㈯

【
第
１
次
試
験
地
】

　
宇
和
島
市
役
所

【
試
験
課
目
】

　
国
語
　
社
会
　
数
学
　
理
科

英
語
　
作
文

【
そ
の
他
】　

　
右
記
の
ほ
か
、
推
薦
採
用
試
験

も
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
連
絡
先
】

　
〒
７
８
９
―
０
０
３
４

　
宇
和
島
市
錦
町
10
―
１

　
自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所

　
☎
23
・
５
４
３
１

松 

岡   

真
さ
ん
（
富
岡
）

ボ
ー
ト
競
技 

国
体
で
優
勝
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宇和島税務署からのお知らせ
平成22年分年末調整事務説明会の開催について

◆
と　

き　

11
月
10
日
㈬

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ　

松
野
町
　
町
民
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー
　
婦
人
室
　
　

◆
内　

容　

行
政
に
関
す
る
苦
情

　
　
　
　
　
や
要
望

◆
相
談
員　

有
馬
節
男
（
行
政
相

　
　
　
　
　
談
委
員
）

◆
相
談
料　

無
料

◆
と　

き　

11
月
10
日
㈬

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ　

松
野
町
　
町
民
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー
　
老
人
室

◆
内　

容　
心
配
ご
と
・
法
律
相
談

◆
相
談
員
　
民
生
児
童
委
員

◆
相
談
料
　
無
料

◆
と　

き
　
11
月
10
日
㈬

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ
　
松
野
町
　
町
民
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー
　
老
人
室
　
　

◆
内　

容
　 

人
権
問
題
な
ど
、
心

配
ご
と
全
般

◆
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

◆
相
談
料
　
無
料

　
行
政
相
談
﹈

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　﹇
心
配
ご
と
相
談
﹈

　﹇
人
権
相
談
﹈

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
者
年
金
へ
の

加
入
に
つ
い
て

　
高
齢
農
家
世
帯
（
世
帯
主
が
65
歳

以
上
の
夫
婦
２
人
）
の
家
計
費
は
、

現
金
支
出
で
月
額
約
23
万
円
と
な
っ

て
お
り
、
農
業
者
の
皆
さ
ん
が
加
入

し
て
い
る
国
民
年
金
の
支
出
額
は
、

40
年
加
入
で
月
額
約
６
万
６
千
円
、

夫
婦
合
わ
せ
て
月
額
約
13
万
２
千
円

で
す
。
こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
だ
け

で
は
老
後
の
備
え
は
万
全
と
は
言
え

ま
せ
ん
。

　
農
業
者
年
金
は
、60
歳
未
満
の
国

民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い

る
方
は
誰
で
も
加
入
で
き
、
配
偶
者

や
後
継
者
な
ど
家
族
農
業
従
事
者
の

方
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の

運
用
益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
決
ま
る
少
子
高
齢
時
代
に
強
い

「
積
立
方
式
」
の
年
金
で
す
。
年
金

は
終
身
受
給
で
き
ま
す
が
、
仮
に
加

入
者
や
受
給
者
が
80
歳
に
な
る
前
に

亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
死
亡
一
時
金

が
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
は
公
的
年
金
で
あ

り
、
支
払
っ
た
保
険
料
の
全
額
が
所

得
税
お
よ
び
住
民
税
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

保
険
料
の
国
庫
補
助
と
し
て
60
歳
ま

で
に
20
年
以
上
農
業
者
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
人
で
、
認

定
農
業
者
や
青
色
申
告
者
な
ど
の
意

欲
あ
る
担
い
手
に
対
し
、
国
の
保
険

料
助
成
が
あ
り
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
の
詳
細
な
内
容
や
加

入
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
松
野
町
農
業

委
員
会
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
松
野
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
42
・
１
１
１
６

平
成
22
年
度
粗
大
ご
み

　

２
回
目
収
集
開
始

　
家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
粗
大

ご
み
の
収
集
（
第
２
回
目
）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
家
電
製
品
の
う
ち
、
テ
レ
ビ
・

エ
ア
コ
ン
・
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
な

ど
の
家
電
４
品
目
と
、農
機
具
類
、

タ
イ
ヤ
、
エ
ン
ジ
ン
の
つ
い
た
物

は
収
集
出
来
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
も
収

集
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
独
居
老
人
お
よ
び
70
歳
以
上
の

老
人
世
帯
で
搬
出
の
出
来
な
い
世

帯
は
事
前
に
建
設
環
境
課
ま
で
申

込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
天
候
の
都
合
で
、
収
集
日
を
変

更
す
る
と
き
は
無
線
放
送
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

11
月
11
日
㈭

目
黒
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

・
午
前
10
時
〜
11
時

吉
野
生
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

11
月
12
日
㈮

松
野
町
保
健
セ
ン
タ
ー

・
午
前
９
時
30
分
〜
11
時

・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　検察審査会は、選挙権を有

する国民の中からくじで選ば

れた11人の検察審査員が、検
察官が行った不起訴処分の当

否を審査する制度です。現在、

検察審査会では、この制度を

ドラマ形式で紹介したＤＶＤ

の貸出しを行っていますの

で、希望される方は宇和島検

察審査会事務局までお問い合

わせください。

【問合せ先】
愛媛県宇和島市鶴島町８番16号
松山地方裁判所宇和島支部内

宇和島検察審査会事務局

☎22－1133

検察審査会ＤＶＤ
貸出しのご案内

　家屋を新築・増改築した場合は、固定資産税の算

定の基となる評価額を算出するために、家屋調査が

必要となりますので、税務収納課まで連絡してくだ

さい。

　家屋を取り壊した場合は、登記されている家屋に

ついては、所管の法務局で滅失の登記をしてくださ

い。登記されていない家屋については、建物滅失届

を税務収納課に提出してください。また登記されて

いる家屋でも、滅失登記が遅れるときは税務収納課

に建物滅失届を提出してください。

対象家屋： 住居・店舗・車庫・物置等の基礎・外壁・
屋根を有しているもの

対象期間：平成22年1月2日～平成23年1月１日

【問合せ先】　松野町役場　税務収納課
　☎42－1111　内線250・251・252

　平成22年分源泉所得税の改正・納付書等の記載要領・年末調整の
仕方について、次の日程で説明会を開催します。

　なお、年末調整関係諸用紙を封入した封筒を、事前に送付します
ので、ご来場の際には必ずこの封筒をご持参ください。

平成22年分年末調整事務説明会日程
開催日 開催時間 開催会場 対象地域

22.11.16㈫ 13：30　
  ～ 15：30

愛南町城辺
社会福祉会館
３階　中ホール

愛南町

22.11.17㈬ 14：00　
  ～ 16：00

鬼北町近永公民館
２階　講堂

宇和島市三間町
鬼北町・松野町

22.11.18㈭ 10：00　
  ～ 12：00

宇和島
総合福祉センター
　

宇和島市（個人事業者）
宇和島市吉田町
宇和島市津島町

※説明会には、対象地域にかかわらずご都合の良い日にご　来場い
ただけます。

固定資産税（家屋）についてのお知らせ

肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
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第３回“ 森の国ブランド ”
認定申請を受け付けます！ 

　平成20年度より認定をおこなっております“森の国ブランド”
につきまして、これまで12品目をブランドとして認定しております。 
　このたび、第３回の認定申請の受け付けを開始いたします。地
元の素材を活かしたこだわりを持った加工品の申請をお待ちして
おります。 
　あなたの作った特産品が「森の国ブランド」として輝きを増す
チャンスです。 
　どうぞチャレンジしてみてください。
　お問い合わせは役場産業振興課　商工観光係まで 

　　

１． 取引等の記録・保存（平成22年10月1日から）
　米、米加工品を
①出荷・販売、②入荷・購入、③事業所間の移動、
④廃棄 などした場合は、その記録を作成し、原
則３年間保存することが必要となります。

２．産地情報の伝達（平成23年7月1日から）
　米・米加工品を、他の事業者へ譲り渡す場合、
伝票などまたは商品の容器・包装への記載により、
産地情報の伝達が必要となります。
　また、一般消費者に販売・提供する場合、産地
情報の伝達が必要となります。

米トレーサビリティ法が
スタートしました!!

主　催
　えひめ結婚支援センター・宇和島法人
会・宇和島商工会議所
日　時
　12月５日㈰　13：30～17：30
　※受付13：00～
場　所
　宇和島 ニュー兵頭　サブライムホール
（宇和島市丸の内3－6－20）
定　員
　男性50名・女性50名（20歳以上の独
身男女）
申込先
　申込には、えひ
め結婚支援セン
ターのメルマガ登
録が必要です。詳
細はＨＰをご覧く
ださい。

（ＰＣ用）
　http://www.msc-ehime.jp

（携帯用）
　http://www.msc-ehime.jp/m/

【問合せ先】
　㈳宇和島法人会
　☎24－3040（担当　市川）

第６回
えひめ結婚支援センター

de愛ふれ愛スペシャルイベント

参加
者　

募集
！

米トレーサビリティ法に関するご相談、説明
会の開催要望など、お問い合わせください。

　　　愛媛農政事務所 食糧部 消費流通課
　　　☎089－932－1177

　南予用水の水源地である野村ダムから布喜川調整池
など農業水利施設を巡るバスツアーで、「水」と「森」
と「農」について考えてみませんか！

【日　時】11月28日㈰　10：00～15：30（時間は予定）
【集合・解散】西予市宇和文化会館駐車場（駐車可）
【学習現場】西予市野村町～八幡浜市布喜川
【対　象】 40名（先着）小学４年生以上
　（小学生は保護者同伴）／南予在住の方優先
　（ 水源林や農業用水に関心のある方の参加をお待ちしています。）
【内　容】野村ダムや布喜川調整池の見学と南予用水のお話
　愛媛大学の先生による「水」と「森」のお話
　体験学習（整備林の見学）
　＊主催者が傷害保険の加入および昼食を用意します。
【申　込】11/1㈪～11/19㈮まで
　応募方法の詳細は【問合せ先】へ
【参加費】無料
【問合せ先】水土里ネット愛媛
　　　　（愛媛県土地改良事業団体連合会）
　　　　☎089－927－7511　℻089－927－7001
　　　　E-mail nouson@ehimedoren.or.jp

『水源地ツアー in南予』参加者募集

【問合せ先】役場産業振興課　☎42－1116（直通）
　E-mail m-sangyou@town.matsuno.ehime.jp 

【認定までの流れ】 

特産品製造者・販売者 
認　　定　　⬇　　申　　請 

申請締切：平成22年12月10日  ※今回の申請は「食品」のみの受付とします。
 森の国ブランド選定委員会 

      【審査基準】（例） 
　　　　①品質　　　　　　　　④地域へのこだわり 
　　　　②商品コンセプト　　　⑤商品の独自性 
　　　　③作り手の思い　　　　⑥市場性 

審　　⬇　　査 

“森の国ブランド”認定 
【特典】 
１“森の国ブランド”認定証の付与 
２“森の国ブランド”認定マークの使用許可 
３“森の国ブランド”専用コーナー
　　（虹の森公園内）への陳列 
４　県内外で開催される物産展などへの優先出品
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松
野
町
健
康
づ
く
り
計
画
その４

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
感
染

者
の
咳
や
く
し
ゃ
み
、
つ
ば
な

ど
の
飛
沫
に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル

ス
を
、
鼻
や
口
か
ら
吸
い
込
む

こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す(

飛

沫
感
染)

。
そ
の
他
、
ド
ア
ノ
ブ

な
ど
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
た
も

の
を
さ
わ
っ
た
手
で
口
や
目
の

粘
膜
に
触
れ
る
事
で
も
感
染
が

拡
が
り
ま
す(

接
触
感
染)

。
こ

れ
ら
を
防
ぐ
為
、
か
か
ら
な
い

工
夫
と
う
つ
さ
な
い
配
慮
を
し

ま
し
ょ
う
。

こ
ま
め
な
手
洗
い
と
う
が
い
を

し
ま
し
ょ
う

　
手
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
が
付
着
し
て
い
る
可
能

性
が
高
く
、
そ
の
手
で
目
や
鼻
、

口
を
触
る
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

石
鹸
と
流
水
に
よ
る
手
洗
い
で
、

手
に
付
着
し
た
ウ
イ
ル
ス
を
洗

い
流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
こ
ん
な
と
き
に
手
洗
い
を
》

●
帰
宅
時

●
ト
イ
レ
の
後

●
食
品
を
取
り
扱
う
時

●
食
事
の
前

● 

咳
や
く
し
ゃ
み
で
口
を
押
さ

え
た
後

●
病
人
の
看
病
の
前
後
な
ど

《
う
が
い
の
仕
方
》

① 
口
の
中
の
汚
れ
を
取
る
よ
う

に
、ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
を
す
る
。

② 

の
ど
の
奥
ま
で
水
が
行
き
届

く
よ
う
に
ガ
ラ
ガ
ラ
う
が
い

を
す
る
。（
３
回
以
上
）

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
忘
れ
ず
に
！

　
感
染
者
自
身
の
心
遣
い
が
、

流
行
の
拡
大
を
防
ぎ
ま
す
。
ぜ

ひ
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
実
行
し

て
く
だ
さ
い
。

■ 

咳
が
出
た
ら
、
他
の
人
に
う

つ
さ
な
い
た
め
に
マ
ス
ク
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。
マ
ス
ク

を
持
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻

を
覆
い
、
他
の
人
か
ら
顔
を

そ
む
け
ま
し
ょ
う
。

■ 

鼻
汁
・
痰
な
ど
を
含
ん
だ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
す
ぐ
に
ゴ
ミ
箱

に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

■ 

咳
を
し
て
い
る
人
に
マ
ス
ク
の

着
用
を
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
睡
眠
を
十

分
に
と
り
、食
事
に
も
気
を
配
っ

て
体
調
を
整
え
る
よ
う
こ
こ
ろ

が
け
ま
し
ょ
う
。

11月は「児童虐待防止推進月間」
　「もしかしたら　虐待では？」と思ったら「そんなは

ずはない」と思っても「もし、間違いだったらどうしよう」

と心配であっても虐待を防止するにはまず連絡を！！
　大人には子どもを守る義務があります。

　一人で悩まないで、連絡してください。

　南予児童相談所　：☎22－1245
　松野町役場町民課：☎42－1113
　児童相談所全国共通ダイヤル

　　：☎0570－064－000（24時間受付）

精神障害者家族のつどい
　宇和島保健所では、統合失調症を発病して間もない
方の家族が集まって、情報交換や学習会を行っていま
す。参加を希望される方は、宇和島保健所精神保健係
までご連絡ください。
【日程】11月17日㈬　13：30～15：30
【場所】宇和島保健所デイケア室（南予地方局２階）
【対象】�発病後おおむね10年以内の統合失調症の方の家族
【内容】座談会・学習会など
【申し込み・問合せ先】�
　宇和島保健所精神保健係　☎22－5211（内線283）

　
今
月
は
、の
の
ん
び
り
、
ゆ
っ
た

り
、
こ
こ
ろ
を
解
放
〜
ス
ト
レ
ス

た
め
ず
に
し
っ
か
り
休
養
〜
で
す
。

　
こ
こ
ろ
が
健
康
で
あ
る
こ
と

は
、
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送

る
上
で
と
て
も
大
切
に
な
り
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
こ
こ

ろ
と
身
体
の
健
康
状
態
を
知
り
、

充
分
な
睡
眠
や
休
息
を
と
っ
て
、

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
生
活
を
送

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ス
ト
レ
ス
や
休
養
に
関
す
る
現
状

（ 

こ
こ
ろ
の
健
康
ア
ン
ケ
ー
ト
・

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
よ
り
）

・ 

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
と
答

え
た
人
31
％

・ 

ス
ト
レ
ス
を
発
散
す
る
方
法
が

あ
る
と
答
え
た
人
56
％

・ 

悩
ん
だ
時
な
ど
に
相
談
で
き

る
人
が
い
る
と
答
え
た
人

１
０
０
％

・ 

相
談
窓
口
を
知
ら
な
い
と
答
え

た
人
45
％

　
こ
れ
ら
の
現
状
を
ふ
ま
え
て
、

こ
こ
ろ
の
健
康
の
た
め
の
提
案
を

紹
介
し
ま
す
。

「
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
」

　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
心
を
も

ち
、
不
眠
や
気
分
の
落
ち
込
み
な

ど
の
状
態
が
続
く
と
き
は
、
相
談

や
受
診
な
ど
、
早
め
の
対
応
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

● 

睡
眠
・
休
養
不
足
に
な
ら
な
い

た
め
に

・ 

早
寝
、早
起
き
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

・ 

熟
睡
で
き
る
環
境
を
整
え
ま

し
ょ
う
。

・ 

適
度
な
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

● 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

ま
し
ょ
う

・ 

家
庭
や
職
場
、
友
人
、
地
域
な

ど
で
声
を
掛
け
あ
い
ま
し
ょ

う
。

・ 

地
域
活
動
な
ど
に
参
加
し
、
仲

間
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

（ 
保
健
セ
ン
タ
ー
・
保
健
所
・
心

と
体
の
健
康
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

● 
仕
事
や
育
児
に
よ
る
ス
ト
レ
ス

軽
減
の
た
め
に

・ 

が
ん
ば
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
気
分
転
換
を
し
ま
し
ょ
う

「
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
と
」

● 

家
族
で
今
日
一
日
の
出
来
事
を

話
し
ま
し
ょ
う
。

● 

周
囲
の
人
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ

し
ま
し
ょ
う
。

● 

リ
ラ
ッ
ク
ス
や
気
分
転
換
な
ど

の
良
い
方
法
を
知
っ
て
い
る
人

は
、
家
族
や
親
し
い
人
に
教
え

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

「
行
政
が
で
き
る
こ
と
」

　「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
に
関
す
る

情
報
や
相
談
窓
口
を
、「
広
報
ま

つ
の
」
や
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
ま
す
。

● 

毎
月
１
回
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、

保
健
師
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

● 

「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
に
関
す
る

啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。
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医療機関・薬局の受診等について
　現在、休日や夜間において、軽症の患者さんの救急医療への受診が増加し、緊急性の高い重症の患者さんの治療

に支障をきたすケースが発生しており、そのことが病院勤務医の負担が過重となる原因のひとつにもなっています。

　また、休日・夜間は医療機関に支払われる医療費も高く設定されており、窓口負担も高くなります。

　必要な人が安心して医療が受けられるようにすると共に、最終的に保険料や窓口負担として皆様にご負担いただ

く医療費を有効に活用するため、医療機関・薬局を受診等する際には、以下のことに留意しましょう。

● 　休日や夜間に受診しようとする際には、平日の時間内に受診することができないのか、もう一度考えて
みましょう。

● 　夜間・休日にお子さんの急な病気で心配になったら、まず、小児救急電話相談の利用を考えましょう。
小児科の医師や看護師からお子さんの症状に応じた適切な対処の仕方などのアドバイスが受けられます。

　★小児救急電話相談
　�　短縮ダイヤル（固定電話プッシュ回線・携帯電話）　＃8000
　　ダイヤル回線などからは　☎089－913－2777
　　利用できる時間帯：毎日　19：00～ 23：00
● 　かかりつけの医師をもち、気になることがあったら、まずはかかりつけの医師に相談しましょう。
● 　同じ病気で複数の医療機関を受診することは控えましょう。医療費を増やしてしまうだけでなく、重複
する検査や投薬により、かえって体に悪影響を与えてしまうなどの心配もあります。今受けている治療に

不安などがあるときには、そのことを医師に伝えて話し合ってみましょう。

● 　薬が余っているときは、医師や薬剤師に相談しましょう。（もらいすぎに注意！）
● 　薬は飲み合わせによっては、副作用を生じることがあります。お薬手帳の活用などにより、既に処方さ
れている薬を医師や薬剤師に伝え、飲み合わせには注意しましょう。

● 　後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品とおおむね同等の効能効果をもつ医薬品であり、先
発医薬品よりも安く済みます。「ジェネリック医薬品希望カード」を医療機関や薬局に提示することなどに

より、後発医薬品の利用について相談にのってもらうことができます。但し、全ての薬にジェネリック医

薬品があるわけではありません。かかりつけの医師や薬剤師にご相談ください。

※ 「ジェネリック医薬品希望カード」は役場の窓口に備え付けています。

市 立 宇 和 島 病 院 か ら の お 知 ら せ
松野町国民健康保険

⑴　面会時間のご案内
　　　面会時間は、次のとおりとなっておりますので、時間をお守りくださいますよう、お願いいたします。

午　　前 午　　後

平　日 － １時から８時まで

土・日
祝　日

10時から11時30分まで １時から８時まで

　　 　なお、面会時間以外の面会は、原則として、患者様の容態が悪く、医師の判断により緊急にご家族をお呼び
する場合のほか、付き添いなどのやむを得ない理由があり、当院に申請をされ、主治医が認めた方とさせてい
ただいております。

　　　患者様の安静、診療優先のため、ご理解、ご協力をお願いいたします。
⑵　本館１階出入口の運用について
　　 　本館１階出入口は、夜間・救急用および職員用の出入口です。平日の午前７時から午後６時までに来院され
る皆様の出入口は北棟からとなっております。

　　 　一般のご来院の皆様につきましては、本年12月から、平日午前７時から午後６時までは本館１階出入口のご
使用ができなくなりますので、ご注意ください。
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こども家庭支援センター「みどり」
　子どもさんの心配事などで、お困りの方は、
こども家庭支援センター「みどり」をご利用くだ
さい。
相談料は無料、秘密厳守、24時間受付

　宇和島市総合福祉センター２階
　こども家庭支援センター「みどり」
　☎26－2282　　℻  26－2283

愛媛労働局からのお知らせ
　11月１日㈪は、労働保険（労災保険・雇用保険）料の

第２期分の納付期限です。

　関係事業主の皆様へは、10月16日頃に納付書をお届け

しますので、最寄の金融機関での納付をお願いします。

　不明な点は、気軽にお問合せください。

　愛媛労働局労働保険徴収室（☎089－935－5202）

　夫・パートナーからの暴力（ＤＶ）、職場など
でのセクシャルハラスメント、ストーカー行為な
ど、女性の人権問題全般について人権擁護委員、
法務局職員が無料・秘密厳守で相談に応じます。

全国統一電話番号
０５７０－０７０－８１０

11月15日～ 21日
　［平日］　　８：30～ 19：00　
　［土・日］10：00 ～ 17：00

詳しくは松山地方法務局まで
☎089－932－0888

「女性の人権ホットライン」
強化週間のお知らせ

「一人でも雇ったら、入ろう。労働保険」
11月は、労働保険適用促進月間

　社員、従業員、アルバイトなどを一人でも雇っている

事業主は、すぐに労働保険（労災・雇用）に加入を。

　厚生労働省では、11月を「労働保険適用促進月間」と

定め、全国的に労働保険の加入促進に努めています。

　労働保険についてのご相談・お問合せは

愛媛労働局労働保険徴収室
☎０８９（９３５）５２０２

　または、最寄りの労働基準監督署・ハローワークにお

たずねください。

全国一斉

戦後強制抑留者の皆様へ
　シベリア戦後強制抑留者に対する特別給付金の
請求受付が始まります。
 ・ 対象者は、戦後強制抑留者で平成22年６月16
日に日本国籍を有するご存命の方です。

 ・ 請求受付期間は、平成22年10月25日～平成24
年３月31日です。

 ・ 当基金から請求書をお送りします。まだお手元
に届いていない方は、当基金にご連絡ください。

（連絡・問合せ先）
　独立行政法人平和祈念事業特別基金
　　　　　　　　　　事業部特別給付金担当
　☎0570－059－204（ナビダイヤル）
　（IP電話、PHSからは☎03－5860－2748）
　受付時間　平日９時～18時
　（土曜、日曜、祝日はご利用いただけません）

税務署からのお知らせ
～相続または、贈与などに係る生命保険契約や損害保険契約
� などに基づく年金の税務上の取扱い変更について～

　この度、遺族の方が年金として受給する生命保険金の

うち、相続税の課税対象となった部分については、所得
税の課税対象にならないとする最高裁判所の判決があり
ました。

　そこで、このような年金に係る税務上の取り扱いを改

めることにしましたので、お知らせします。平成17年か
ら平成21年分までの各年分について所得税が納めすぎと
なっている方は、その納めすぎとなっている所得税が還
付となります。
　お手数をおかけしますが、必要な手続き（更生の請求

または確定申告など）をしていただきますようお願いし

ます。

　この取扱の変更の対象となる方や所得税の還付の手続

きについては、国税庁ホームページ【www.nta.go.jp】を
ご覧いただくか、最寄りの税務署に問合せてください。
※ 平成17年分について、早い方は平成22年12月末が還付
できる期限となりますので早めの手続きをお願します。

※ 受け取られた年金の受給権が相続税や贈与税の課税対
象となる場合は、実際に相続税や贈与税の納税額が生

じなかった方も対象になります。

『女性に対する暴力をなくす運動』
11月12日～ 25日

　女性に対する暴力のひとつに「配偶者からの暴
力」があります。
　一人で悩まないで、早めに相談してください。
　相談は無料で、秘密は厳守します。
【相談機関】　
　県婦人相談所　　　　☎089－927－3490
　県女性総合センター　☎089－926－1644
　県警察本部　　　　　☎0120－31－9110
　松野町役場町民課　　☎42－1113
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平成22年「秋の全国火災予防運動」の実施
全国統一防火標語　「消したかな」あなたを守る　合言葉

実施期間　11月９日㈫から11月15日㈪までの７日間

※　住宅防火　命を守る　７つのポイント
（住宅火災による死者の発生防止対策）

－３つの習慣・４つの対策－

　○寝たばこは、絶対やめる。
　　�　寝たばこをして眠り始め、手からポロリと布団に落ちると、長い時間くすぶった状態になり、その後発火する

危険性があります。寝たばこは絶対にしないようにしましょう。

　○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。�
　　　カーテンや障子などから離れたところで使用して、洗濯物は上方で干さないようにしましょう。　　
　○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
　　�　“ちょっと”だからと言って火を付けたまま用事をしない。離れるときは炎を小さくするだけではだめ、必ず

火を消してからにしましょう。

　●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

　●寝具や衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。

　●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。

　●お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

区　分
（新規又は変更） 工　　事　　名 工事場所 工事期間 工事種別 工事概要 入札・契約方法 入札予定時期

新　規 文化財収蔵庫兼展示施設改修工事 松丸 60 改修
旧若葉寮別館を文化財収蔵庫兼展
示施設に改修　改修面積＝192㎡ 指名競争入札 11月中旬

新　規 松野中学校グランドフェンス改修工事 延野々 30 改修 フェンスの張替え及び撤去　L=118ｍ、H＝1.8ｍ 指名競争入札 11月中旬

新　規 松野西小学校グランドフェンス改修工事 松丸 30 改修 フェンスの張替え及び撤去　L=56ｍ、H＝0.9ｍ 指名競争入札 11月中旬

新　規 松野町コミュニティーセンター内装改修工事 松丸 90 改修 カーテン、壁紙等の改修　改修面積＝992㎡ 指名競争入札 11月中旬

入札日 業　　務　　名 業務場所 担当課 分　類 契約工期 落札高（税込） 落札業者名
６月25日 多目的広場（森の国ドーム）改修工事 豊 岡 教育課 工　事 H22.７.１～H22.７.30 11,550,000 宇和島道路舗装㈱

６月25日 史跡河後森城跡災害復旧工事監理業務委託
松 丸
富 岡

教育課 委　託 H22.６.29～H23.３.20 735,000 ㈱空間文化開発機構

６月25日 柔道畳整備事業 延 野 々 教育課 物品購入 H22.６.26～H22.７.30 1,963,500 南 予 ス ポ ー ツ

７月16日 富岡７－14 がけ崩れ防災対策工事 富 岡 建設環境課 工　事 H22.７.21～H22.11.30 5,577,600 金 谷 建 設 ㈴

７月16日 史跡河後森城跡災害復旧工事 松 丸
富 岡

教育課 工　事 H22.７.22～H23.３.８ 7,871,850 ㈴ 松 野 建 設

７月16日 史跡河後森城跡環境整備工事 松 丸
富 岡

教育課 工　事 H22.７.22～H22.３.８ 1,696,800 ㈴ 松 野 建 設

８月20日 松丸第一・第二団地及び窪田団地テラ
ス設置工事

松 丸
豊 岡

建設環境課 建　築 H22.８.24～H22.10.14 2,730,000 ㈴ 松 野 建 設

８月20日 松野東・西小学校屋内運動場耐震診断
業務委託

松 丸
吉 野

教育課 委　託 H22.８.24～H23.３.11 3,255,000 ㈱ 大 建 設 計 工 務

９月16日 蕨生２－９がけ崩れ防災対策工事 蕨 生 建設環境課 工　事 H22.９.23～H23.１.31 4,005,750 ㈱ 松 野 興 産

９月16日 松丸保育園庇等設置工事 松 丸 町民課 建　築 H22.９.17～H22.12.28 2,772,000 ㈴ 松 野 建 設

９月16日 中央診療所及び保健センター空調設備
改修工事設計監理業務委託

延 野 々 保健福祉課 委　託 H22.９.16～H22.11.30 1,575,000 ㈱綜企画設計松山支店

９月16日 庁舎耐震診断調査業務委託 松 丸 総務課 委　託 H22.９.17～H23.２.28 1,575,000 ㈱ 大 建 設 計 工 務

平成22年９月までの入札結果の概要

平成22年度中（11月以降）に入札を行う予定の工事

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策
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就活応援イベント 松野町　　／松野町地域雇用創造協議会／

仕事を探して
いる人も

町を元気にし
たい人も

子育てしてい
るお父さん、

お母さんも

わたしといっ
ぱい話そや！

第１部　パネルトーク 第２部　いろんな意見を出し合おう!
～グループワーク～

｢まちづくり､職場づくり｣をテーマにした
グループワーク｡パネラーの方々 ､やのひ
ろみさん､ジョブカフェ愛workスタッフと
たくさんの意見交換をしましょう!

●パネラー /小川　　泉氏
社会福祉法人宇和島福祉協会､
 身体障害者療護施設ライフまつの施設長

山下　武久氏
 株式会社山下石材代表取締役

●コーディネーター /やのひろみ

奥野　要助氏
 農業(養鶏)奥の家

五百木千絵氏
社会福祉法人宇和島福祉協会､
身体障害者療護施設ライフまつの
介護福祉士

ジョブカフェ愛workとは… 若年者の雇用情勢を改善するため、平成16年に愛媛県が設置。若者への就職支援に加え「企業・若者交流会」や「企業
見学ツアー」などを実施することで、中小企業への理解を促進し「企業の採用活動や育成力向上」をサポートしています。

　　　　　　　就職相談コーナー
　　　　　　　12:30～14:00
適性診断､履歴書の書き方､就活の悩み等の相談
をうけます｡個人情報は守秘義務を守り､適切に
対応しますので､安心してご来場ください｡
◎ハローワーク宇和島相談員
◎ジョブカフェ愛workキャリアコンサルタント

＊お申し込みは､下記をご利用ください｡

プレイベ
ント

至鬼北町

至出目駅

虹の森公園 ●おさかな館

松野町役場●

松野町商工会

至吉野生駅

至高知

至目黒
（森の国ホテル）

Ｎ

381

大門橋 広見川
ＪＲ松丸駅

●日時

2010年11月6日㈯
14：00～16：30
●場所

松野町商工会館
愛媛県北宇和郡松野町大字松丸455
☎0895－42－0505

お 問 い
合 わ せ

松野町地域雇用創造協議会
〒798－2101　愛媛県北宇和郡松野町松丸1661

☎/℻  0895－20－5307

ジョブカフェ愛work愛嬢県若年者就職支援センター
＊ジョブカフェ愛workは､えひめ若年人材育成推進機構が運営しています｡
　〒790－0012　松山市湊町３丁目４－６松山銀天街GET! ４Ｆ

　☎089－913－8686　℻  089－913－8685
南予ブランチ　〒798－8511　宇和島市天神町７－１愛媛県南予地方局５Ｆ
　☎050－8807－8686

●主催／ 松野町･松野町地域雇用創造促進協議会･えひめ若年人材育成推進機構
●後援／松野町商工会･ハローワーク宇和島･宇和島CATV

まちづくり･職場づくり
 in 松野

就活応援イベント申込は必要事項をご記入のうえ､FAXまたはメールもしくはお電話にてお申込ください｡
申込締切　11月１日㈪　
℻  ☎0895－20－5307（電話共用）E-mai m-koyou_yamada@town.matsuno.ehime.JP
松野町地域雇用創造協議会/担当山田　　松野町地域雇用創造促進協議会山田行

松野町　　／松野町地域雇用創造協議会／松野町　　／松野町地域雇用創造協議会／

づくり

　
第
四
回
森
の
国
ま
つ
の
応

援
団
関
西
支
部
総
会
が
、
10

月
３
日
、大
阪
市
西
区
の
「
徐

園
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
年
ぶ
り
の
総
会
に
は
、

関
西
在
住
の
松
野
町
出
身
者

や
、
松
野
町
を
応
援
し
よ
う

と
い
う
方
々
、
町
長
、
議
長

を
は
じ
め
町
関
係
者
41
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
安
西
守
関
西

支
部
長
か
ら
、「
関
西
支
部
を

再
ス
タ
ー
ト
し
て
い
こ
う
」

と
の
あ
い
さ
つ
、
町
長
か
ら
、

町
政
報
告
、
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
に
つ
い
て
の
説
明
を
行

い
、
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
17
年
〜
平
成

21
年
度
の
決
算
と
平
成
22
年

度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予

算
等
が
協
議
さ
れ
、
総
会
の

毎
年
開
催
や
ふ
る
さ
と
情
報

の
発
信
、
町
政
へ
の
提
言
や
、

関
東
・
四
国
支
部
と
の
交
流

会
開
催
の
検
討
、
新
規
会
員

加
入
促
進
、
支
部
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
役
員
を
増
員

す
る
こ
と
な
ど
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
は
、
記
念
撮

影
、
特
産
品
即
売
、
懇
親
会

が
行
わ
れ
、
川
ガ
ニ
や
地
酒

な
ど
の
懐
か
し
い
味
を
囲
み

な
が
ら
、
思
い
出
話
や
近
況

報
告
な
ど
で
和
や
か
な
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
こ
の
総
会
を
き
っ
か
け

に
、
応
援
団
の
所
期
の
目
的

が
達
成
さ
れ
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
一
助
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

森
の
国
ま
つ
の
応
援
団

関
西
支
部
総
会
開
催
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手軽な副業にご注意！！

南予産材利用木造住宅に助成します
　木材の需要拡大、木造住宅の建設促進および定住の促進を図るため、南予産材を使用した住宅を建築または購入

しようとする方を対象に助成します。

１．対 象 者
　 　自ら居住するために松野町内に補助対象住宅を新
たに建築または購入する松野町に住所を有する方ま

たは新たに松野町内に住所を定めようとする方

２．対象住宅
　次の各号すべてに該当する新築の住宅

　⑴ 地域材を主要部材の体積の50パーセント以上を使
用して建築し、かつ、住宅部分の床面積が66平方
メートル以上の住宅

　⑵在来工法（軸組工法）により建築される住宅
３．助成金額
　 　使用された地域材の体積１立方メートル当たり
30,000円を乗じて得た額で、1,000,000円を限度とし
ます。（1,000円未満の端数は切り捨てる。）

４．助成期間
　平成22年度から平成26年度末までの５年間

【問合せ先】
　松野町役場　産業振興課　林業係　（担当：中井）

　☎42－1116

※南予産材とは
　　松野町、鬼北町、愛南町、伊方町、内子町、

宇和島市、西予市、八幡浜市および大洲市の4市5
町で生産された木材

※主要部材とは
　　土台、大引、根太、通柱、管柱、間柱、桁、梁、

筋かい、小屋束、棟木、母屋および垂木

●  インターネットを利用した副業のトラブルにつ
いて
　最近、インターネットを利用した手軽なサイドビ

ジネス・副業に関するトラブルが報告されています。

中でも、インターネット上に自分のウェブサイトを

作り、商品広告を出して収入を得る「アフェリエイ

ト」や商品を販売して収入を得る「ドロップシッピ

ング」に関するトラブルが発生しています。相談内

容は、「簡単な作業で収入になると説明されたが、収

入にならない」「販売できると説明された商品が販売

できなかった」 といったものです。

● アフェリエイトやドロップシッピングの問題点
★「必ず利益になる」「月収○万円は確実」など利益

を保証するような勧誘を行う。

★ウェブサイトの作成などに高額な費用がかかる。

★ドロップシッピングの場合は、売主としての責任

などを業者から説明されていない。

　アフェリエイトやドロップシッピングの仕組みや、

契約内容を十分に理解しないまま、業者の説明を信じ

て契約してしまうケースが多く、さらには業者と連絡

が取れなくなったり、業者が倒産するケースもあり注

意が必要です。

※ 「アフェリエイト」（広告収入）とは…自分のサイ
トやブログ等に事業者の商品広告を載せ、自分の

サイトを経由して、事業者のサイトへアクセスし

たり契約をすれば報酬が得られるシステム。

※ 「ドロップシッピング」（販売差益収入）とは…イ
ンターネットによる通信販売の形態の一つで、自

分のサイト上に商品を掲載し、商品の申込があっ

た場合、発送は別の販売業者等が行い、卸価格と

の差額が利益になるシステム。

● 被害にあわないために
☆「簡単に儲けられる」などという話は信じないよ

うにしましょう。

☆高額な費用が必要になる場合、契約するかどうか

慎重に検討しましょう。

☆契約前に契約内容や仕組みについて十分な説明を

受け、契約書類を確認しましょう。

☆ これらの契約者は、事業者として特定商取引法上
の通信販売としての広告表示などの規制を受ける

可能性があります。

☆何か心配なことがありましたら下記の相談窓口ま

でご相談ください。

困った
ときは

、ピピ
ッと相

談！ 　【消費生活に関する相談窓口】
　　松野町産業振興課　　　　　☎42－1116
　　愛媛県消費生活センター　　☎089－925－3700
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年金コーナー

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保
険料控除の対象となります。その年の１月１日から12月31日までに納
付した保険料が対象です。
　この社会保険料控除を受けるためには、支払ったことを証明する書
類の添付が義務付けられています。
　このため、平成22年１月１日から９月30日までの間に国民年金保険
料を納付された方については、「社会保険料（国民年金保険料）控除証
明書」が本年11月上旬に日本年金機構本部から送付されますので、年
末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（または領収書）を添付し
てください。
　また、10月１日から12月31日までの間に今年はじめて国民年金保険
料を納付された方については、来年の２月上旬に送付されます。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、ご本人の社会
保険料控除に加えることができますので、ご家族あてに送られた控除
証明書を添付のうえ申告してください。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除明細書」についてのご照会は、
控除証明書のはがきに表示されている年金事務所へお問い合わせくだ
さい。

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書の発行について
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

◇世帯数 1,952世帯（－２世帯）
◇総人口  4,492人  （－３人）
男2,136人　　女2,356人
（９月中の異動）

  出生   ２ 人  死亡    ６人
  転入   ８ 人  転出    ７人

平成22年９月30日現在

行　事　予　定

10／24㈰　地方祭

11／２㈫・３㈬　森の国文化祭
　　【展示部門・教育文化展・芸能大会】
　　　場所：町民センター、不器男記念館他
　　　日時：11月２日㈫９：00 ～ 16：30
　　　　　　11月３日㈬９：00 ～ 15：30

11／６㈯・７㈰　吉野生地区文化祭
　　　場所：吉野生公民館
　　　　　：吉野生交流促進センター

11／13㈯チャリティーレクバレー大会

11／14㈰のま馬、河後森城を登る！

11／16㈫松野町小中学校音楽会
　　　会場： コミュニティセンター

11／20㈯まごころ銀行映画会
　　　　雪村いづみ主演
　　　　「そうかもしれない」
　　　会場： コミュニティセンター
　　　　　　13時30分～
　　　入場：無料　

11／25㈭松野町保育園、小中学校
　　　　人権同和教育研究大会

町　の　人　口

発　行／松野町役場　　編　集／総務課　〒 798-2192　愛媛県北宇和郡松野町大字松丸343　☎0895－42－1111
URL:http://www.town.matsuno.ehime.jp/　　E-mail:m-soumu@town.matsuno.ehime.jp
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残
暑
の
厳
し
か
っ
た
９
月
も
終

わ
り
、
秋
の
気
配
が
漂
う
季
節
に

な
り
ま
し
た
。

　
毎
年
、
土
手
を
彩
る
彼
岸
花
が

今
年
も
見
事
に
咲
き
ま
し
た
。

　
真
っ
赤
な
彼
岸
花
に
遊
ぶ
ア
ゲ

ハ
蝶
と
９
月
に
大
量
発
生
し
た
陽
炎

の
様
子
を
写
真
で
お
伝
え
し
ま
す
。

－　消防と住民のふれあい　－
と　き： 平成22年11月23日㈫
　　　　勤労感謝の日
　　　　午後１時～午後３時まで
ところ：宇和島商店街アーケード
　　　　旧中央町ふれあい広場

第9回消防フェア開催

陽
炎
の
夏

（
写
真
　
柳
野
　
治
示
氏
）

11月の休日当番医

年　月　日
宇　和　島　市

北　宇　和　郡
外　科　系 内　　　科　　　系

平成22年11月３日㈷ 上 甲 外 科 麻 酔 科
寄　松　☎（25）5811

笹 岡 内 科
中央町　☎（24）3886

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

い し む ら 整 形 外 科
鬼北町　☎（20）6635

平成22年11月７日㈰ 植 木 整 形 外 科 医 院
堀端町　☎（22）0022

宇 都 宮 内 科 胃 腸 科
栄町港　☎（25）7228

こ お り 小 児 科
中央町　☎（24）5633

岩 村 外 科 胃 腸 科
吉田町　☎（52）3111

平成22年11月14日㈰ 福 島 胃 腸 科 外 科
和霊元町　☎（24）5588

わたなべハートクリニック
朝日町　☎（25）1717

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

鈴 木 外 科
吉田町　☎（52）0104

平成22年11月21日㈰ し ま せ 医 院
保　田　☎（27）1888

くきた内科クリニック
中沢町　☎（26）2260

こ ば や し 小 児 科
長　堀　☎（23）1150

市 立 吉 田 病 院
吉田町　☎（52）0611

平成22年11月23日㈷ 藤 田 整 形 外 科 医 院
鶴島町　☎（22）5635

吉田内科泌尿器科医院
御幸町　☎（25）1330

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

旭 川 荘 南 愛 媛 病 院
鬼北町　☎（45）1101

平成22年11月28日㈰ ま す だ ク リ ニ ッ ク
伊吹町　☎（23）6611

松 浦 内 科 医 院
並　松　☎（23）1122

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

水 谷 医 院
吉田町　☎（52）0144
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